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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（ぺ推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た。その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そ・のほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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豊臣1とレは日本統計学会灯・周年に当丁・、J／さプ日

本紙訂学会がぺて・こきレ7二（が1昭和6耳て・すが5。国際統

計移ガ奈・1第円日大会が’昭和古年に東京でI開かれ3して、

そパ麦、その季1饗で，←ようが、昭和6年に日本流訂学会

バて，きllんで・すけ札とも、先生の『簑業経済学』が・出ま

し kφヵ＼一、 たレ．ク・3著ネロ7葺．て・ごIさ’’㌧1ま す相、。

森団隆三え圭が・最近随筆を書いておら札まして、一 ﾅの
中で．・日本．統計学会・創立のとさグ；ことを述べ、て’おらナ1台

ので・一すが■・．そナし（匠統言†孟歴私記J）三見三弐と、昭恥ら早

手月に日ノ本子え言†写∵会、が’フくらナしブニとミ巧発ノ産ノ」凶る餉が・

季け’てあリま’して、こういう方ζプ3んで．す也港）リ売三、

財部静・治、中川友長、中山伊知師、宗藤圭三、藤本辛欠

如・ノ〕・林㌢・郡菊之旦力・有ラ疋広巳・フk谷一雄・ラタ見三印へ

栄固重艮次郎、森日優三。 二②申て■実際に動い’のは、森

田さんとか中山さん、有1人ミんあア・ソ、亥郡か5略川こ

ん、統計局の中川こん15と’1て・みフブニと／司って．います。皆

ぐ 人 、 当 居守老 い 方 た ら て一あ っ ア（わ1すて・、 文二う本、 先生 と 同

I世代の方て1’あフブてので1はないて一一しょうが。

近藤 そうで・すね。

豊田考えてみますと、I50算前に3o歳代前半の本当に若
い方でで・、その方々は文部か、正見在も健二存て・・いらフレや

／．／ます。当引汀ヵ・／っ州青べの雰囲気のような毛のが・あ

って、学問（上で’若い力ブてち、抑追気鋭巧学名が・登場ミ

れU梢・）ように尼・ナ）れるパけけ・がしど’も、そ勿辺、先

生は農業経済学・イから入られ5して、い復す．’フと流

言†グ万にいろいう剛，しξ月トれ、．笑陵上巧は事にはす∴、

・31一し淡くかう・わらナ／、ることにオよフブニんで一・すけれピも、初
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めパれ蔑む圭済学…れ力・ら日本グ〕湊業問題の明究へ

統書すに関心ξム持らに構ような、I㍑コ（み言者員す’，

同い仁1いと，もいよす。

近藤私は笠ほい一んに手紙差いい1’ミまレけIら、たへ
疋．らく～ようのム言ξは、．おま之が1統書すに関心室狗・フよラ

にはっア・のはどういうようないきさっ台・ということがと
想一隊していましブ（。3た、季充き†に．ついてラノケのI J言をし

ているし、戦前に農林首統計課・長．三引き受1プ1ん一アれ

ピも、そ・i事帰ばと1ういう亨惰でド、とHぺ5ニヒミヤった

ゲ、農本ボぎ・統計の改正ピ衛，｛1リニ椿一電のようけもハ・’

ボい・と’一うヵ・というよう1・ご’賃郎一 Cうラと思って・多

／推理レてλて工’いプ1んで．ザ

豊田 先生は当時蓑業経済（実証白っナ5研究に八フマいか
れけ）けて・一すけれと’一も、当時・1学界で一は震㌣至済わ方

て一、チえ冒すにフいて②洋コjしは5去ガっ六二・して・・しょうづ・。

ユー藤島葉一経済字という川ユまた一てい5に因ユ・てブ・ク・

プアこて・1才。前に、猿ヰ時敬先生とが佐藤寛次先生すよど∴

ラ／ジよ紀言†産むうん仮・ブ1リして二’リまジ・けれど’ポ

ほとんど使フブこというほピビャはいんて，す、そラいラ時

代て一、ぽ’くらの学生グうに統書†学といラ講義はあソま

しkけ札とも、ぽ1くい聞いた統計学グ講義は、丈正12
年か・ほ耳こ’’列1聞いたんて’1す右・＼則日の国勢調査ぺ斉

い11後て・・レ71から…勺閤チ充訂局の、たレが森敦樹ごい三’

ヒ、もうんで・すけれとIIも、国勢調査の言古ξ羊耳くらい聞い

1二くらいのいiて一’、別に統書す学をヤるよプ・・、〃、川ガ5ク

フτてて，・育ナよ。

 ほ’1／らが・学生グ．こうに派い～’既1・1字の本といえば’、高

野着三師先生の・日本へ口問題■て・・い・汐・、あの本く川’ら
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い（も。iて・あって、統書†らレいもグ1は、ほくなんかやら

い・フrlて，すよ。ほI’くはい・が1統書す圭一生喋肇命やらにゃ

いかぬと、包っフニ0，は、身と入才して茨んだレー二）0／『ロ

シ丁1こおける’資本主義の発展■、あれを一生懸〃汗言亮んプ〉人

後ドと息～て、すね・〃lll一ほ’一け昨計学し’｛く、流

言†を勉5幸しトのiまク）〆したえけく．’らいといっマいい×ノし．ヤ才よ

い古・と足、・う×）てIす。昭和7年の『農菜言至済諭』は、ψ、4）

いう例を多少勉5全しブ1後に一書いたんア～と、巳うんです。

豊田 当崎、レー二〉グj著書《翻訳1ま圭ぺていkんマイが分

五祷； あリエしフニ、 レーニン列『ロシ了ジこおける貢本主

条（発原ゴよビ1を一生懸、命就い三’のは、ゐ、うん学校史、て

ガら、蓑宇師て・一応勉強こしてもらフていアこころて・すね
                          小喜多 ら5っと耳げが上らますが一、私は先生（ご．本て・学

生のと三一番最初に言えん1三一びが｝転換期グ、農業問題パ5

μて・1す。夕、の一中｛産業分類と職業分類alとこうは、その

一前にア布農会秩。に出プ1毛’oて・Iす存。

j腺ムれはほ．’くが・．統計につい1発言をし1■つll’った

と、乞うんて・すが・、月召和14耳1こr帝農二に出した、そした

ら正争売言ナ集書た』で、章ξ章哀ごして．くれという二とて’・し7’（。ち

ょうピ15年が咽・勢調査て・しょう。

喜多 昭和店年て・すれ。

並藤 そラいうことて・・『言充計菓詠顯へも出レ3しだれ、

 そブしから、 あグ1本が’バ可二手亡～ったカ、プ∫。

喜多 『転換期■で・すガρあれは1斗茸て・1すれ。

並．藤i斗兵力・。そうすると、’ 轤謔､と’，雑読にれ1。ぺ
すく．’㍑ままあの本へて載セブてんで』すね。

喜多 あナUよ主として昭和5年の国勢調査と材料にしてへ

産業分頬のとこうに「自作一二とが「自小作。ピカ’あるの
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はみヵ’レいという御指摘プ11ファ〃て・すれ，・

並藤 そうなんで1すよ。蛯和5年勿’ときの産・業．外領、賦

払類グ1農業・1部柚4）ま／ひと・’いんて・丁、。1れは直ご、に

†ダメし’ヤア5いかとい．うじて、、ナ（しが4）のとき、産業外

紗ノ〕・／か類1・’昔てリ・8・タ〕る中で．’震杯剛禾用なんて・すへ

1斗しガよい。し＝ ﾍ・も中小頬が・農耕と畜産と蚕業に／かけて

いるんてrψ。専・す3に、農耕1三’けて一読人口｛らの・7

㍑含むといラんで一∵まことに一分韻しllことにならな・・

し一それガ字てれプ｛’けし’やなくて。、産業中分頬てI’蓑苅と

ビう勿はいむ’に毛穴I3かてあ一1マ、七フと丙晶列に分け
られるはす’Iプと い う alが∴ あ。；論’文。1趣旨た’フ プ（て・首ね小

 友、ナ〕ユ岩ネネ省か一案を土し7こ／）てI一しょうけれと．一も∴あま一

り欠まヵ・にな．フちゃう七パ｛から自／1声、・〕、咋別を．八パ1

り大5んかレて、 ち5フと自包声ξ才Jんで■すね・。そナtて．’、3呂畑

／5年（セ・サ又には文体、一 сｿ4、れとあのまま皮ハニと
，巴、うx。て一す。ぽ1くが’らようと’Iそのこう．農林省の統書す課長

に1いすニセ1いもノ）リま才がら、それ差上して入れともら

ウkことを覚えていれが．ね。一

喜多 産業分類、職業小類のとこうを問題にごれr二州コ
やフば／、有本の篇菜の賀本主義的な／ふ化というる・、そ

ラいうものヵぺああいう分類で・は全然虫てこないという1

フの老眼た1と尾1います・けれど’．も、

近藤 資本主義的小化とまで．はいが行いにしう、商業的

農業にはヵ・けヅよフているはすいね．んプ1カ・ら、そこらはレ

ー二）ar『発送』ナ∫とで、極力表現してあフて、ク）れグ2）

リますがら出、てきkんだ’．と、見いま書ク・’ねレ

I喜多 私、いま、さ己俺が疋かで・．ないσ；て1劣け．れと一、たし

が農業経済学会縞で、『日’本農業の展望』ヒいうタイトル
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の牟が1岩波書店から出ていれて、㍑中て・・．1二じ川召

オロ5算の国勢調査ドフブてと思いま茸けれど．1毛、職’辺こん

’が1そバ、芝波フて小才ケごれている論文をらよフと記俺して

いる！、て．一すけれど■毛、4、の当時、商業的岩業の発展分化

というようlJこヒて’I、統計と伎っ．てもフと明らがにしよ
ラ と いうネ象き里．が’あフプこ勿で’す力’。

近藤 あのときが、産素か類ヤフプニ国勢調査の初夕、て・首し

                          へまτ～湊友子至済をやフているスタ・ソフ．もノ少なかっ戸・二上1手づくて・、

す力’一ら、十ノかた5ことばで・ごブよがフたんて一あ。

 私1よ…う鼻例国勢調査巧荊に自分の勉強で多ケ抗射的
にゃっアこ州♂、γ二は一’こ（調査ξやフ†（んで1一’ず。多ノクUムぽ㌧

く（引立論文にねフた『ブニは1こ専売剖度ヒ農民経済』。

豊田土版は／昭和12年て’ご’ご・・いますれ。

近藤  大イ本沼和5， 6年ヵ・ら4、〆．ζすIlフとやフマいブ・わ

けていす。兵八一は多少歴交的才よことで刈度の隻1墨プよピ毛最
ネ刀玄岡べ一 u（けナしとも、 たばこ（産地へ行って終ヲ斉言岡査’一をぐ

ろ1’ﾆが’主ヒヒんで一方。4、れて・・llば’こ’ I実態調査三く
って、矛ベガ’すJるはと一と忌フプ（ひは、 主立芭声ケ・有（オズ態と生．

産カビが’結びいフし．・ていることて．’すれ。土柁をナ合に持っ

ていてたぱ’この漣．作をレブ5いで済む岩、山から堆肥（原

末サにする落葉などハが’にくごん自由にイ尋・らナしる老、 フまIり

畠奈やシ地主経営はいいブニは’’こピて（こんフ〈れるい・、

すれ。そうで．．ねいノ」＼1乍岩ヤら土工也。、た（こんぱい（1ま、

1・ばこというやつは少なくとや3耳輪作ぐらいが’必筆十よ

ρて・1すが・、それがて・・さない連中ヒいう・ドは拝、王星する毛∩

ゴから、品貫が洛らブてり収量が一ブIノなんて■すれ。という

よう才よ・ことを実際に当ブ（一フて・みて、 レー一ニン。、『発重占

（佐咽をしブニようなも（ブ川．ど’。
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豊田 その前に『農産物主産費ひ、研究Jなピ毛書いζみ
られ’ﾜすね。
近藤 そ《中に、ブニば’こプよど二4、れ七入れ．3、シダ1れ。『農

産物生産費グ，石珂購というのを本にまとあるさフク・けに

はブー A“は、当時、夫の．画格統制巧問題が’始まフブニとこ

うて一、帝国農会一が㌧やフている調査と列に農林右が・やフた
〆、で・I I。それζI、蓑林右の方と砦会の方とネ②生産貢グ〕

算定・方式が’達ラんで・ず沿。主に工む、評価をと・Iバる

カ・というよう1よごとク・’欠さ大よ通いた11たと思いま育けれ

どポ そう・いラ0ハ，きブガけにナ5って、r募．産物生．産費の

ろて完』をまと〃）ブ・と，誓・います。4）れにはたレガ、、耳〃調

査も入れてあプア・と忍・う。

皇国 「馬産に関する調査。 といラ6て・・レたか。

近藤ろ童加調査て一、農会（場合でも農林、省へ易昏1

オラ主は重ラけれども、む牛ンに詩1面として仮定の主屋貴

をで’’つち上Iブ1ているか、そうレ’ぺよくて、現金支出の一心

とそうて’一ブ5い現ダ勿支出ひ、ノ水と分けて、｛是杓は股下し六二労

働力て・あらわしアニらよくけいカ・という意．見差忠した、久てい

す。フまク生産貢三「何円ブラス何人分勧」という形て’
表土足す べき ブ～と いう の が・、 あ。高分えの 主はね ら l lア～フ た

と思・い3す。そういうのをヤリしナニプJ．．。

 それク・らもう／フ統計的な調査て・．剛采しア｝は、当時

馬政局というのが＝て’一㍗して∴雅処広1ず’て伽買い
上け’’を才るわけ7・・すれ。軍にとフて、も、は今・日｛自動車た’

フアニ8寺づべて一つ。 幾・らで一夏っにらく・いかというよう戸5こと

の参考にするんて・しょうれ、馬屋ξ至済実態・調査と、いうの

を伽）kんで・’ ﾋ。それもや1ぱリ・召和1年算か15手で・しll

ね。 そ’のときにぽ’くナ5んカ・利フ5長リ虫これまして、 その
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百芝言すとやり豆しア（。

喜多 前に累林．省グ〕課長とやってムられた上産こんブよピ

も騎コ隊ごナしまレたナユ。

近藤 上屋君とが栗原藤七祁君1ク）σ）こう、ろ政局という

のは大変な勢いブ三■フブ（て、亥から、篇林省て一は小倉弐一ナよ

’ピも馬政局で1レた。文ぜ一一い勿老い連中と一ξ看に馬庄経テ斉

実態調査グ）原案をっくっアゾて1レた。馬・産経済（調査荷く

式は、私．が’ひそ力・に自慢していいと，恩・フていう毛・／で・レ

に、それは帳紅農家につけてもらフて、朝種一邦分と馬
産とグ〕間の物と全の交流が’わがるよラに、つユり、雨グ三1

け、却り出して肩見察て・、ぎるよ．う1こといラフこてまえて・二、薄言己

1よい・も複式’の簿記1｛1ったで・すれ。

 ぼく⑦多ノケ自慢な州ま、記帳を頼んで・すう実態、調査打

ん、てそうフニくごんはて1きはいんて・一すれ。全国て一・主産犯、

育成’犯、飼育蛇合わせ・てと‘．パらいてししナこがれ、合わで

て200～300戸レわ・す5かフアニし’やなカ・ろうかオよ。すると一

農家を星31■勿にと．’うしても上層1－1席ります。いままで・1篇

会ナよと，て・経宮調査ナ5ど至ヤっていアくときは、欠きは有利

な、条／午（いい地主経営みア1いブハのを七フばら塁んで・
                           〈
それ1よ帳面にっけてもらうのに頼みへ1すいがらて・す、経

営改善なんす～カ・ら、いい部分、模範になる例を見セブこら

し1い と い う王星肉 もあ フ た と 思・し1ま 育 。 そ う 1・う 王星由 もあ

るθレかし・馬産経布実態調査グ）場合は上層ブ～けて一・なくへ

下層の突惰も肥堰し六Jきヤいわ・ない。レカ・し、累家に頼

んで・1帳面フけてもらえる教ピいう・リけ算て・1支まフてい

る、しガも役所の仁李というもグ〕よ、こα具にやフてこ

の県ペワら汀いというわけにいウ・ぬて、レよう。それで・・ば．ら

ば1うにやるヒ老丈が一少ナよく才よる。菱たカ＼ソケはくたるとと・うレ
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ても、あの村て一1軒、こ0〕村て！1軒。こう一iラことにナ5
ると、農会が㌧やフrl、て同し・ふうに一エリート・農家はガ／

になる1それで■分・紋調査と集団調査ということξ孝之ブ…ト

分散調査というグリよ、Iつの打落て一5戸く’’らい惟向をつ

けて毛らう．。それガら集団調査といラ～ま、15戸ドブ1

カψ、」フ∂i部落で’馬を銅1ておる15戸一の集家に頼む。

その集団調査というのは、全図て7一月所に古き・11・力・

った。

豊固 部落で、15戸ギ・うヒ，馬を飼っている農家はほとん

ど■’全吾い・並いようブよ一・・。そラいうね・らいブったわけて・

すね。

五藤そうで・す。丁・とえ一ば一50戸ガlOO戸外中て一1局を飼フ

ているグ、は30戸が5・戸、そひ中て・・15戸塁ノ！l’ヒ、上層も十

層もよぜ’なきヤ星べ、ナ5い∠一で、すよ。そういラねらいて・・15

戸（集団調査二。調査列象震写かが月二よれば、才束子と一毛に

行フrニリ托導しr・リする・jにも便1い1といラこともポ／

ますけれと一一も、主・ナ5ねらいは、いいグも悪．いのもでひ式

てくるようにという息昧ご星定しア1結果、数はわクあい
に少ないんて・す。十分に刹岡さブ・したカ・ピう力・矢口らぬひす

けれども、調査設計とレてはあれは1ギ’・は自慢な∠パλ

呈日戦前に、弓産・経済や。ておられて、それ力・ら官房流

言†言累に・来いという話にいアこと思われますが’、その辺の

享楕プ5んで・・すけれピむ、先はヒ’’の産業分類く職業分類に．

ついての論文をお菩一 ｳになフて、それカ咋固農会の方に
善ヵ・れにのを㍗元計集流』が車我しア1といラ・！は、．統計

局か・非常に関1）と牙、しアこということなんて・しょうが。

近峰ご  そ うて・し ∫ う 。

豊田 『統書†集誌4はkしヵ・、．采東統書す協会の検関紙ヒ
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いうこピど’パ・ヒ胤いまI ｷ。もともと東京統計協会とい

うのが’統計局（外郭団体みたいなものだ’フたようて，すか

ら、それへ（牢載ということはや’はリ15算グ1日勢調査ナ5

ピを竜、諸表して、手元計局の方ガ非常に関心を本寺フたといラ

こ と ナ5／）て一・ し ょ う ナq。

近藤 そラだと思いますね。
豊田 それ刀’らまブζ、農．林省の方て・1先生差課長。に引フ張

り忠そラビいラことに1・1た舳、と’’．ういう経過て一㌧∴㌦

近藤 ぽ，くkもよく〆）から化けと．、、人グ）いうところによ

ると、ク）れはらようヒ・，有馬頼寧さんが1震材欠巨ド㍍フて

いkこうのことひザだIん一1｛’ん食糧増産べ・っナ・り言†1師至

済やるんて・すれ。たしか、有馬頼写さんわ＼「いフてい丁（と

足・うんブ～けれど・も、右内I各一局て・それそ九案をフくってく

る⑦だ’が’一、畜産局、馬政局、農務局それそ■れやるのに、

たヒえはい、一 ｽらグ，耗乏有・いんか．していまレア1旭．育庄

局・けい・フらと使う計画プという。藁蕎． ﾇ（方て・も、何

に使うん7～フプ（かな、堆肥プIっkヵ・・加工品†～フすごグ、と

にかく・はI’ 轤Pよ’らにへりフているとダ’×なφてリ、き元言十ク＼ソ／し

しつヵ・I 鰍ﾄにゃあがんガらというのて・・タド部ガら尽一援を頼

ん十い’ ｻういラことた1と聞いていまグ中には、近藤は
持高に目をフげられて危打くなプア・ヵ・ら農林省州本省へ

遍薙ごセllと、うが’フた抗明星する、垢毛あり3’一した、

豊田 坦召抽は耳に、農家一斉調査が’ご’ごIIい享ずη一連言己

式にレう・一応一日け農家に老ブ・るというひもグ∴
センサ㍗前わような・もパで・あ1†1と思います。あれ・

1よ多分、長．畑こんが’中心にプよられて、

立蔭 そゲ・毒、み、れは和が’行く寸く一筋に、長洲追二着

というのがI1農林省の統き†官．で、あれが、．フばら中心には
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フてやフていrこてI■一すれ。

 あれをやっkαは、もともと崖才1本省6貌訂とい一ク0）は

音は、あ・4・いう農家8）戸李支とク・馬の紅とか自小作別ヒ㌦

そうい・ういわゆ3基一本流言†もやフていグ（んア｛’けれども、

そういうの を途中て・系練農会に農事統書†として調査を委

1壬レブニんで・すね。委イ壬レア・といフても、系昨岩・会に補助

全とベフる理屋て・す。一斉初汐、はそういラ抗訂ξ÷っても

らクんだ’かうということζ・、柵助’ ¥・を宏しプ・らレ11て・．す。

 とこうが’、農．会わ・ら与斗1基本坑計に相当する扱字は

上ポってく引づピ、らやんとしに調査をしす．二んレやなく

て、kと之・ほ一 w家・i戸孜といえ一ば1、農会ひ｝会責を綱ク∴

砦家σ1教をその身まにして出レてくるとが、多少ハ査勧
は虫できますけと■・、そナしは与呈現ぐら∴1て・，みん才・て・・相．残レ

てこのくらいア三’うう．とが、本当グ1調査を才多態、勢が1埜フ

ていブニわけて・，はふ、リ3たん。打ご、実際1こ数宇一が・皮パし

ていはかっ1。もザ1’ガら、・それで一し舟んで・・たんて・すれ。

 とこうハ■昭子」ほ算という二とになる・と、もう本分戦争

で．・しょう。兼業蓑琴がI／3、えているはす’，ねん／て‘才れ。日ヤ

畑で、ゑ井一 ｲ孔ナ5＜ け フ にも。ド州ふえ て 、 書怠萎之り＼∵成フ て い る

はす．’打ん1三けれどH七、あんま’）変わら汀いんてIすよ。そ

れで・・これはおがレいということにプよフて、蓑芥本省が・直接

に一斉調査を一一やっブ（ので1す。4、さ一意一時ビや、農会の調査

に付する不信i壬案なんて1す。それ全長畑君が’多少、拝、理に

やっす・て■1 ｷね。ヤブ†ことこ．うガ、農点次官がソ〕・平さん．ヒ

いうんてI・、未期君か1ほiくに評えてい†・けれど1’も、ク）れ．を

公表ごセ㍑いヒいうんて一すL．
豊田、そうでI、すが一そい5こ一と歩・ψ）ハニんで・すが。

丘榛濃加方ヵ・ら抵抗が・あったがもしれぬレ。そバヒ
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きの長畑君なんグ⑦訴えこおフたのド、農家の数が’減る
といラことは、農．抹省。、役人にとフては自分べ声域ゲ族

くねるという ことらレいんだ一れ。 というよラオ5二ともあ
フて、・j・平こんカ＼’公表ごせ、ないというん6’すよ。そこで．’

調査箔栄一とよく王星形5せナハではと考えて、私｛ま『わが’

図震象の統計的外祈』という印刷物の原稿を．書いkんひ

すよ。言回査の渋訂をやっア・州ま長澗君が、やって、資料を

完てコン〉トはばくが・書いた、そレプこラ、・〕・平さんは喜

〆＿て・I出、レましアてよ。

豊円 課長にはられて白一・ら一一…？

近藤課長になフてガらで・す。      ．．
喜ラ 一そうすると、13耳②9月ひしたね，

近藤 ／可月た’フブ・カ・ね。

喜多 レば’らく押さえて4、フた毛勿わ・・、先生林課長にな

られて．プら公表ヒいうことにはプア∴

近藤調査をやフて集計はて・1きたん1～け才しとも、押さえ

られていk。ほ一Iくが，行フてからコシントを書いブ（んでrす

よ。そナ〕ま覚えているんてIす。兼業化（進行、こういう

．実情ともとにレて孝之な／らやい力・れううという±と

をいブて一 ?謔ｵプ・れ。’ @      j
喜ラ加方に葎．ク’’ラフ㍑カ＼・いうん．い’ラブカ㌦れ

てあフて、凌うの方に統書†表が・出、ている、わりあいノ〕・柄

の本て・・。

’豊円 も・フとも私事、戦後、復亥リ版て・初めこ・知フkわけ

て1す。

 私は何と人よくあ一パから1ら鼻ハラ文正に進して1いっア（とい

う、3、ラに息フてい・るので．タ・リますけれとI’む、そのよラ、㌧

・機ξ箪がマた言†言栗の方にもあフて、そこで・先生がI挿専に当ア（

            ’n
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られ1・・躰！も／士事とされたと．θ．．、

五膝 そう一いうわけて’す。大体、13年の一斉調査という

のも基本調査て■づ」。レむ＼レ、Ilら年ハ改正というσリよ考え

いけしはすいぶ’ん拝、王星ナ3ことひ、1算に2日センサ又と

やるようなも②た’ガらね。（笑）

昔・震’ﾑ省には異文聡とい1．1）っぱ雌計学外、い重
した。槻レて統計のんは潔癖プ三’と思うんて：・すレフまり、

らや んと調べる こ と は言回べIな＜ てはいけ打㌧・。’1・いかけい

んにレかで’三だいことはす手なヒいう勿て．・す∴異文聡な

ど・・もそういパえて1ノ）ll・’ようです。1帖引年力・ら文正

2算まで■、抗言す誤表差していましτ二か、、未の水・量グ）よラな

与年玄んずるニヒは毎阜やリ、蓑家戸数や・因の面積帖
茸置きのセ・サペー・ヤるへ・きた’という考えれうて・し㌦

 月月糾3年一て’育か、農・冬へ基本調査を杉しγ二ということ

1ま、 セ〉サス とやらたきゃ て‘，きねいこと 三イ乏人に言岡へ，ζ

くれナJんていフてもブIメた一から農会・にやらして、農林省

て1は文体未の収量圭正確に調べ，るニピに集中ポペきた’と

いうことボっナ（。いわゆる動態、調査プ三1けξ美林．省はやる

い～。あとは農会にやらせ’る。そういう（は統書†の剛采

老の潔癖グ1結果す～と、巴うんで・すが’ね。それをi6年の改正．

で・農林省は直接やるように改正し仁わ、ブて1す。

喜多 いま（16年（いわゆる「並．藤政正、ヒいわれて・．い

る夕）れは師、栄令・農事統計圭独入れllセンサス古

式のものを1年に～回・夏期調査・冬期調査と一いク形ひ
ゃるわけで・尋ね．、侵てI書方・れプこも勿しヵ・見でな1・1んで，す

が’、たとえ・は．’ _家戸数ピカ・経営面積とか、は．1らば’引｛な

っているもの至1フ（享里宮とレて←一9）レけ、構造的プ5
才巴本屋わ＼Iて・一き るよ う ばる本系にす る 。 それと 同日寺に 、．いわゆ
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る属兜主義’のものを属丸統計にするとが、いういうい之
正、ξ，カ・・あフたとL vいまずけれビIも、いわゆる衰残当局の

方ヵ・ら統書すに訂する注文、として、そういう、申．ハ’去、これブ（

んで．’しょう汐’。

五蒸 こういうノ3、うにしてくれという1主文1ま私はな力・フ

す二と1包います。ピ÷、統計に実際に当たフでみて、16年

にはガ1’食管法にはプ5りませんが’、未（床去が’始まフて

おり、肥料0、判リ当てなくパ＼雄3フていアニわ〔て’一す。と

にがく統制経済て・すから、いま哀て・の属エ芭統計て＝やって

みると、土作入リ作戸5と’て’’カ、なりな食い違．いガあ、るx、て・

す．狐肝てイガら、属地統計あ何々村の田（丙才責、・未の収

量で．は供出書リリ当てや肥料配給にく■、あい悪．いんて・・、そう

いうことを孝之一しひすれ。別に困るカ・らこういうこと

左持にヤ1て／れという注文は・どうも詑億がけ・いて・㌔

文体ぽ’くら（考えど’みリのセンサ入て・しr・ね。

 1フは属し属地。これは欠ミは違．いて・すれ。結局それ

は中吉義袴を言采レて、形た■けはセンサス方式をとプアこと

いうことで’■属人抗言すか’可能にナJっア・わ1って1すれ。㍗式的

にはそういうことア∫んブと’ナ∫。

 内容的にいう ヒ、 い ままで・農林省⑦系充き†一が1も71ポら米

（収量に重点を葺いでいkのを、戸数やら考勧カやら、
う年け両ネ責へつらオ隻畜なピのそういうこヒと蔦崖ナtでいまレアこ

れ、申告て・■枚・／申告書にれ次）るこヒかで・きkわけ

て，ザ．し力・レ・中実て・はそれ、と整理して糾呂することは

て，きず5がデこけれども、桐て．はす’いふ1ん役に立っ†二と、巴・

い．㍍。’ ｺてIはあれカ・，そグ…ユま1くフています。村で・集計．

することで■すガら、戸票は打に戎フ．て、そパ多レは’ら’く

ム間は、われわれと1こ力・つ末丁へ行フてセシサ又の戸栗見

            ユ3
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セでくピいとド1で見るこヒヵ＼て1き㌃んで1すポしク’
レ、4）の調査も戦争て・実1ラて・きな・デハブ。クエは残念ナス

とで一す。

喜多 実時調倉に行ζ人はみメ。ブ〃、らかレ1め夏期調査σ1

結果を見てわ．きましkヵ二らね。

近藤一そういう効果は才）れ．．は確かに上け’オ（と二、巴うメ）て・す

ね。村て・は調査頁ヒいう者ガ・置かれ丁（が・、手当1ま何毛ば

1・い！ん肋・統汀地当音記に砧導員という名前て人
たレカ＼1人タ円の手当差出レプニこと…見えています。て
れブ三I ｯて1あ．っγ∴いままで・は何もなくて、市町村長に調

べ・て邦告しろという命令r｛．フたんr三三一けれど毛、フまリ師

落主調査・区にして、部落に1人．言回査頁を置け、そして徒

士易の任を指導頁←いラる前にレて5円（手当と士、す。そ

れで・・部落単位ハ勉学が一て1さるようにナ・っブごんで喝ぬ、役

所が’経貴しねしに広汎す5仕事ピ㍑場合、邦洛は役に五
プア・と、巴一いますれ。

喜多．結局、その経験は戟核グ122年ポ号■セン勺又．にフ

い・’フていく’ ﾆ思ラん一で，才が’、夏期洞・査、冬期調査その

ものは労力の戸司足裏が1文きかつブ（ひて・しょうれ。

立薩完全にて、さいトれ’1すじ．やい・っブニポ・・

喜多 1ワ年（冬期調査は……。

豊田17算2月が・あフい力・は。一

喜多 17年2月が■ご．ざ，いましア・。

近藤 ああ、そうで．イが。

喜多1は・〃月川県⑦2胃があフて、あとは労・μ
間愚．て・・…∵。

近路役場・）彼もいなくいらやっkい．すポ
．し．かレ、ヒにかく申告義務を課すと1；うことにな1て小
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あ’ ﾌ申告義務て一申告しllヤ・か・今度は戦後の率林省1・二＊

（収量を言回べ’るのに拝、王星やりに堆訂をレて、作付角頑は

ピはあ木したづけししゃナ∫い1ナフじと毛、4）れるジつの才オ茅ミいごレ

て、 ス毛一vすンプり一シダなんヵ・て’’稚書†屯したわワプす

かりわ。

豊田 先生、1ら年夏期調査1李一・あれはやはりセンサスと

いう、3、うにト考えにいマいたわけて・すか。

近藤一いや、センサスヒは考えてなヵ’っア（ね。

豊田 そうで・・すが。て・毛何か、「農林統計改正客旨。の中

一て・1はセ〉サ入のことI ﾉも触れてムられr（ように月、いま専
が’。一

近藤 突貫的には。とにかく国勢調査ナ∫’ピて・やるセ）サ

スというのは、きょう、の午前零時ねら零時（状態という

〃’い・持微す～と思うけと．∴そう，し．やないて■すから㌦

1耳間の、やや広い間の現林’て’すから。七シサスといフ

てもいい。、古・六よ。

喜多 基本調査といわれでいるんセ・，すか。

並療 基本調査といフていましア・れ。・

喜多．その一こうはまた1セ）サスと・llラ0手び名は一・…。

並帯 センサ又といラ言宰は、ま）の本にそう＝書∴て平る

……
ｾ

豊因kし．が、あったと思い．ますが㌧
近藤 ぼくは、国勢調査という言葉はきらい†～。」

喜田 農業国勢調査というの1まよくないといラこヒて・す

れ。

近藤 それはぽ一くは’前？ガ．ラ考えているメ）ブ÷。㌃｛，力・ら、

いえは’’、あれ圭センサ又といフ†てかもしれゐ㌧。
星川田．匡〕勢調査という一言．葉、て・すけれと・も、んロセンサ又
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について国勢調査の方が’予算など・取．り†すかった・議会

㍍、ピて■（議清で五リが’よがフブニガヲヒいラような記録は

上杉ごんの石η究てI’出てき3すけピれ。

近藤・いまのいわゆろ基本調査で’もうiフやっナ（こと・はへ

それまて・・農具キら家畜何一ど’の調査が’ほとんど’’はヵ・フkん

で’’ ｷれ。それを取リ上けnたんで’すδいわ1ま’生産諸力を統
合的につか汁、一いかぬ、才が■と・＝れ・けとれ1二というす三’

けし，ヤ豪林省の調査としては不十分て一あるヒいラ者え方
は．強がフ1・て’才ね、

．4、σ、とき一に生けてパま、柵械はと・は．?N要ら必から3年
にf国にしようか。それから何ナ三っ1・かす5，／芝蕎うそう

カ＼け。 し力＼し、 ブフプ5ピは1年に’ 回すて一’と・ヶ。ブ∫（才5フら

やラん て一すね。 それで’’ブクは才（し力・茸に3 国力・な1二ヵ・、

そういうとりれいういう考えてやソ直レ1こて1すフグ

喜多 1斗算に先生は官房例統書†諜辰にプ∫られて、16年に

夏期調査、そして農林水産す細査理則（剖定とt，1ラふラ

に15る杓けr方ヵぺ、こ．れは何が仔朗が’あザて1バれllん
で．すφ・。

近藤川1そうびヤな一いと昆いま疹札どう｛たが1水
やめる～ポどういうこ一とて1やめ1・かい規貝リ改正が’一

段落、し上こヒは1フあるが…・一。

喜多 昭和16年一の5月にムヤめになフていますれ、

並藤 16年5月、何ヵ・きっ．．かけが’差）フたかね。・あ、そク

ド、文学σけて’’、弟何講庄ピ．1うんピプニかな。矢作先

生の講義†三一フい・な、第2講庄を東畑ご！一が㌧時ノか才亘し

て’いるハをやれと一いうことア・こつブ1と，もいますカベ、ら“ワ

ヒいヰ言己俺ブよいですね∴農林省の万レ’やと一．うセ．臨時雇い

（つ一もりで‘’、 ・そのうろ．に三皇っ㌻ムうつ毛リで1いブて．んで‘．しょ
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うがら。（笑）

喜多 先一室、16年の7月に教授にプよられてい乞」んで．すれ、

1三’力・ジこれ州可ガ剛条カリ）るんて’し・うかれ。5月に

ヤめられて、7月11数援に1ようんピヤが。というごピ・・

近藤教授にするといラごとで’制1本省はやめたのだ’フ寸二

ど，包いま寸、それまで・は、ルときは月給は農林省の方

て’一もらい、統計官ヒいう。が’本職て‘I、兼庫大助教授ドブ．

たと思、います。

喜多 農林省の方ク・5月手合が・忠た／ソピす力・。軌循は逆な

んて一いラ。

近藤戦’係は、裳林省には河・5当七もらわい㌧．
豊一因・官床統計課て’’中心的な又タ・ソ7として長畑こんハ

1ら年（改正のときの…・・’。

丘薩長畑君が1もフぱらやっマ、「近藤政正。といハ・ソ

「長畑改正。 と1－1フ・た方が’い・いとだ1ラんだ’’、

豊田 実務の面．はガ’ナ5リ長畑さんが’…川。

近藤 未畑君Iが・七フばら……。長畑君が．一生意命やフて

7・ん7｛．けれども、省内の閑沃が’ほ力・勿方はいいんだけれ

とI一幸、米穀局てリすよ、食管にサ5るこ多て．・すがら。米巧生

産高調査．を統計謀から取り」二1プて未穀局の手足でいやうう

と、荷見こん1∫ん，ていラ人が・中心にナ5フてやフてい章し

アてガら、ク）あいう調・杏も米穀局の方て＾ヤった汚が・ヤリい

いんて‘’し5う・三つと。そういラんていほ0・0／局はみんな
実犯要綱がていきτこんだ’けれピー ﾑ、米ハ収量綱査プ三1けは畢

綱をつくll・んていすが．、’米穀局の方と命誇が’成はブllよ

い・誌局、未穀局（方で．一米の取量綱査を’することにたフ

に。米．穀局て’は業務統書す一て∵で．きるというわけ六とIな。．あれ
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には長洲1苔債槻してい’ましブこれ，

，喜多 結局、米弦局の方へ持フていヵ・れるわけで1すれ。

近帳 て’’亨カ・ら、終戦（ときの昭孝口20年（一夫の収量3900

万石という教学は、4、れは米葎局の数字寸5んで‘’す。ムの

責づ壬／ま来穀局ナJんでIす。一

 米（調査をタドれて・、統計課州士卒はほとんどつまら
1川上事は．’っ川に1・1け1’’ポ統言†課．て・・は重期調匁

冬期調査’ ﾈピ・／基本抗言すもやりましたけれヒ．’も、孝（収

量調査σけて’■もがなリ調査方法とレて改善に貢献レア（と

足，うんて．Iれ。坪刈』用と．’ちゃんとやるよう’にしまレてノド

数なピ、と’一⑦くらいで1あっブこかな とにかく……。

豊田敏三す．’フ、と’3、ヤされ1二わけていすη。・

並．蘇 あグ、ヒきめ改正は収穫高よりも、作況とか予想ピ

カ・早く取桟予想が・欲しし1んだな。づまり、’ 條咩Iに見て
喜リリ当てにイ史える賀孝斗が’谷兵レいxンで’しJう・てI’咋ラ兄ヒつ＼

予想ヒかいうものを強化レプニ。阿月何日という日取リな
ピを非常に検さ寸Iして。供出（割り当て」というも1ハが’ある

力、6して、米は．第・ひ予想が二いつ1・．・たが11…・月末

日か・∴∴。こ（本に書ドてあリますけれとHも、第2回予

想て’’供出（割リ当てをする。そういうような二とをやフ

了・てn ｷよ1
豊田．それは農嫡計課バて川岬をヤるわ1すてnす仏
血膝そうで’1す、ところが・、そいフ差米穀局が’採岡しは

いんていす．ポ

豊田・未穀局ψ方は、そういう調査はやらフパ・つブニわけ
て’一 ｷガ。

近一膝 それまで・、ははグ’っア（て．，すね、それまで・は作柄も予

想も統計の方て・やフておっ一た．んで止す、末端（調査員1ま予
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想ハベ．テラ）が、一いましアニ．

豊田 18年に衣穀局q方に移っ一す。わけですが．’

近藤 そういうものまて’’夫穀局が・東ゾエげ一、割リ当ての

基礎は南ニラの方の’数字1てブいていっナ。んで’’す、

 七ラ〕フ箪柿バ元討勿ごとで’’桝1てムくことは・ぽ’く

が1抗言†課に行フ子“は、昭和’斗算の2月なんピすれ。．6

本兼穀会ネ上というのが’ていさる《が＼らよラと’’そ（こうプよ

〃て一すよ。これはもうそφ二うには未は、東京（1渠川、

大阪（堂島差ネM、全国に30近くあった未穀取1／所とい
ういが・なくいブここ多て”す一。とにかく軟ヲ／所て・成立す

る未相工易というものバ’なくプよフてくるこラーなして．Iすよ、

ぽ’くが喋林有へ人フすてときには、未本目場が’あると、農林

省の統計の仕事1いう舳な力・なが油差い1㍑で’すよへ

畑生易を重力がす力を本寺フていますから。それで．’こフけいね

話が’いういうて’’、 フ3ソネ込密をタトヘラ属らレて相す易に禾リ用

こゼナ（とヵ・、そんな5ラ．な語ヵ＼’いろいうあるんて一’すよ・

タド郡と連絡する一川こ窓の戸左上1プれば買っとけ、（芙）下

けI一たら亮フとけというようブJことをやっておフす・二とヵ・。

豊田そい∫ことあフたんて’’す～

近藤 昔の統計職員ご’そういラ足・いやっが・おフたといラ

箔も聞いているんで’すが’ね。

 それ於私がI統計へ入ったこう一には行くは、フているんて’一

すか神田橋のとこうに1ぐラップ・叢林省が川夏し㌦
流計課の部屋巧申1こよ奏室と一いうクカ・あフて、圃フてあ

               、  二」るんで’す狐。 これはみタ、いラ生産向なんヵ・圭吉岡べ’るとき

Iに保わ＼，がん諸ノ）になり、 そグ）結粟を’ます’’農林文星が’もフー

て上奏して、ぞ八。・ら発表す今。そういク神聖～士事を
すI．る場所1づ’．ク・一らといラんだ≡け．jと1、、、1て，．．ラ．．し1、．や、なくて」、秘密
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皇守る1・めなん．で一すれ1

豊圧） そういう意1味が一兵フkんで・すら・。．

近藤そういう意唆1｛ですよ。
豊向上奏室グ、話は、私は戦後続言†課で・聞が！孔まレ㌦

堀田こんガらだ一フ仁ヒ足います。班田ごんはおられ亘し
ヒてn万ね。

五藤 堀田君ぺ1ましア（。    ・

豊田 上奏室という舳・みフて、そ（kめ丁～けの嘱託グ
画家が・いて、ヒl／alこ紙に毛筆て’’書いアニ上奏（文書に簡

単ナ5水彩画で’稲の絵はと’’三あしらっアこのを文臣が’宮中へ

狩っていフアニんブフて。

近藤そう15い～けとI一、本賞的にはそれは・秘密互与フて

；ラ職が’で一きにくくする1・めて’一いク。’た1けと．’も上奏室は

そのままあって、そこへは認長も入れねいんて’’すよ。

豊田 上奏という：とはいフこ川るまで’1あったんて．1しゴシ

カ＼。

近藤 ぽ，くが上奏（工供一をしブ・最浪列記億は石黒ごした’

オよ。石黒，さんが’文臣にはっためはいつハ劇。石、黒．さんに

お供してぼ’＜は行っアて覚えが，あります。それは本勿収量

し’÷なくて、と’’こが、・水害が何グ巧報告た’フ1・ヒ思いま

す。

 そうそラ、それで叩厄い出す勿は、切的上奏は農林有グ

宮内有11都合を聞いて参内いご。こ札は明冶時代ガらの
農本本大こ臣のアよらブっレになっていアニ向て’’す。 ところが’、 軍

が’ ｭ／いてきて・各市川券手に宮内省とぽ絡て’’け

みに上奏してもらフちゃ困る’、これがらは内閣を通セと

いう二・とにナ∫ったのバそ勿こうだ’・ブ・一。とにか＜！段階
．通一

ｵて、いついつ上奏する≡カ’1らとい一っこヒをお．言テしを得
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る∴／、前は内閣圭経．ないで’1直接宮内省の都合と聞いてい

たパ’．す。青ガら、震丙テ着大屋のころがらのI慣司8に従っ

マ疸袴ヤ、マいい重．・これがらは内閣差通レマくれと

いラこと一になりましプて。それはヤブはリ各省人臣か’、陛

下にいうん．なことをフぎ’込んじ1’や因るという竜一時†～フた

わて’’ ｷ。（笑）

豊田 ぞういク形てn終戦の立＜まで．’……。

近藤 がアガノ並くまで’、上奏ということは終戦まで一’続い

kこと・六～と思、います。いまはそん才5ことはしていないて‘一

すポ
豊田 ら。フ・と雑談に才∫リま才十れIと’，己、7メソカヘ喜

多さんヒ払、昭和33年に参りまレて、農務省て’’フ．ロッブ

・し木㌧テグンブ’のその茸最後のべ表圭見まレアニ。蔑袴

有・経済周（続訂担当勿とこうて．一j芦況（1麦定をヤブて公

表すろんて一1す。

喜多 作況決定審議会．．

豊四 そ句とご一に才7fスを完全に封鎖しらやうんて’．す

れ。それで・・、食事を差し入れていましアψ。

喜多 てれで・決まる’とナをあけて、言己者クラフ’’へ行くわ

けて’’ ｷ。 それで’新開発表ヤる心で．’す．

豊田 ．プ’レ又に発表して・そ．れカ・ラ文臣に奉告するどい

、うようナJ形ビ中ないていしょうグ

近藤 日本は逆だ’つア・。・    ）

豊田 蓮で’すけれピザ ああ．いう13・うに圭ゴ鎖するように

アよフたのは、ヤ1まリ農産切。1媚場で’の苦い経験からア～う

うと思・います。日本もやはリ未畑賜についてはヤラいう
ことが’あフブニんでいすれ。

．並、藤、あ7．にんで．すよ、米．相場に絡ん戸．1き職が’。
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喜ラ上奏が’済ん1．’力・一ら・、いわゆ坤昨走路表とい1

川まあフブニんで．’すが。

近藤 そうで’’すよ1大体上奏が’何時ということで’予想が’

つい．てみる七パと、ガら、さようは新聞発表は何時にやソ

ますということ以らクツ柚知レてあるんで’す、レか

し、ぽ，くらの行フたときは、相場のことを心配する処要

は一いよガフプニて’．すね。未湘瑞というものが’ア5ク・フプ（

力・らていす、あの相場のψ）1ブニこうは、ある意味し’ぺ一、調

査をやる方で．’も㍍ガはか熱ベドっ．たようで’すれ。

 もう1フ戟荊グ1統計τ・言い添えアこ一い二とが’ある。ほく

が、い3 と仁こべ・て 考え られ毛 レ㍍い こ と をやフたの1ま・ 予

算｛ない調査乏ヤブてる仁てい可よ。’フは、土地所有調
査。

室田 主犯戸行有に関する．調査。

近藤それカバう1つは、田畑亮貫事／到調査与いラ’の
をヤーってるんて．’すれ。これぽぽ’くが’学生巧こうに比う毒三笠

の屯田兵（末手へ行って、役場に1週間一く’’らいいて、 屯田

兵のこうの上地合恨σ1変遷を1軒こ’一とにフいてトレース

しアこんセI，す。そハ経験でい土地台帳という．ものが・わリグ）い

にほ’’くにのみ込めてIいたんていす。そのていイ～っブ・と思う

げピ、土地台帳の名寄帳というのが・ク）るわて・・すれ。名寄

帳ヒいうヤブが’わりあいにいい材料にプ∫るも（ア三’と恩い

’ましll。そ・名寄帳には自柵村、fl’川・やね1一で、よそ

・所午着い単1並にあるわけ．て’一す・フまソ・よそ州つ

人（持フてあ∴る力一ト．隻つくフて、それ乏その人（住ん

でいいる村役ユ易へ逆フて、そ1で■各村カ・ら菓ま1て＜るヤ

ブ茎葉ノ）て、でれて・1え全な所衛単位が・わかるわけて・1す

ね。 それを役場3の手間位李でやってもらえは1て1きるわけ
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てnすよ、。

喜多 白み力・之て・すれ。

止藤 そうで一す。それでとI’う’フたグは。直淳圭る々7～

フkヵ・、県庁へ案グ）て回したガ、 と’’っちす～フkり・はっき

”り憂え二ていれんけれど．も・とにか・ガドをつく1㌃

そいフ三合わゼて丈地主の統書すとっくうラとい？こと1二～
一1丁・て’．ナね。

 kだ’、残念な二とは、名寄・帳1ま国畑列になってムるも

のブ（づ、ら・・一’’．’。

豊一因蔚兜合計が，ポよい。

近藤田畑合わでたやっまて．’一ギらゼるピよるヒ予算15レ

には黒、王星なハで’、田畑別に組みかえ会ごセ・ましたから、

士児所有統書†として舳き局本物にはなら帥’フプ・けれどI

毛、とにかく一、一応因蝸暮リに文地主の統書すをやったんて“

す。それが■っθそれは震勉改革のときには、多少見当

をつけるズ才粁にはなファてんで．Iすね。

 それからもづ．1フは、田畑売買事イ列調査。これも予算

何もはレでI、たグア）ケートで’はが’きへ印刷して、実際

に売買をした農家に渡して／札一フの町荷に先1ブヘ
買2ア（んおのト1の5人ず1フ、はが’きを別フて役場を亜レ
て渡してもらフて、役場へ哀ごナ｝リで1ずく・、末文トヘ入れ

てくれ。それξIｼ珪裳林省一が‘とる。フまソ、秘密差ヰる

意、妹て‘’そラいう方法麦ヒった。

 それが’1・レが・寡まlllグ1ヂ’4万五千リすポ4万ケー

ス集まフて、その原票が、夕）フたんで1ず。その庫票が’後て1’

役に立’ tたのは、j召和1今年にストップたIプア（かな、狗燭
そ充弗リ分にあわせて蛇個もス仁！プ1合＼まかけ’ uてて’1すれ、ス

＝ト∴ソープ．令．を力・けるのに、ストーツプかける基準、材料グは
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いんで． ｷボそこで∵いま叫万五．1いギで1フ・町村
を早均事ると・3フく’’らいの李創．しか1よいんピL

豊田 町村教は1万阿千があクましブこれ。

近藤  そこで・’、町村列にはて．．きばいんて’、郡市列に田畑

あ賃貸佃格の阿倍といク率互はし．1き本して、そ・れ㍑禾

しアこのて・1す。田畑（賃’貸価格と硯．実の亮夏（値段とη割

合2郡市列に寡言すじで、1㍗郡市で．，事例1．ま・・」・・レか

㍑ヵ・っ†二と毘1うが・、それで’’あれとや．ったんで一す。

郡市別て全図て1一番上平率の高が1丁・のは八王子の殊
これほたし力・、賃貸悔格の80倍く’’らい1三’・r二で1すか糺

それが一番高が・た。それた．け覚えていますれ。表地改

革のときに賃寅価格（3・惜・舛倍て一’買1・上け’るヒいうあ

あいうあらわし方は、私が’｛）射・しで’ヤ・ブ1因畑亮頁事・

剛調査が母初て■しょう。

豊田 4）a、調査のはか“きて．，グ）了ンケートは・売ソ手買い

手の属佳についてやかナ5リ詳一レ．くやフkようで’すね。い

まプフブこらコンじ㌧一夕に八九て分析すれば、がブ5ザか
祈て，きるよう1よ材料た一と冠クんで’’すけとリ。

近一蘇 あ（、材料はいまは末文巧農経数室にあると肥■フて

いるん。て’す。・戸反ヰく君のとこうに4っると’乞うんて‘すが㌧ あ

ナし、 ．1・ま4史えば慮り・はガおも レうい杉’三う ヒ足・う θ

豊田ムもしうい調査て’’すれしいまにいてみて毛…・．λ
近藤あれははが・き（印刷代た’けだ、’ ｩ刷としてかけr1
川ま1こ札もブニグ～てI’ヤって。

豊田 了ノり力めメー1・レ調査みア・いプ三し、こ（こI’ろはや

フている7ンケートみアこいて‘’もありま才ね。

並．藤 フまソ、農家は役場（んに見られ会のはいやてI’す

力・ら。す～ヵ・5、役場の人に1見ら札打いて’’直4妄オごλトヘと

             24⊥・
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いう列が．みそて阯す。

喜多 1まが’きを忠ごれるときのりストばと1うやフてフ＜

るので’’すか。

近藤 農林省にl／ストはありません。それは町村役場へ
頼んで’’、売。買の手続きをしたんに、ナ1’れて’1もいいか．ら売

っkん、．買フたんに波レて．くれといラ依頼牟したんてIす合

で｛一ガら、リスト専らないんて．’す。

豊田 あナUま虎リ手、買い千両方つサ）フ。ルが一太ている

わけて’Iすね。

近藤れときの主な内容は、ピういラ・、ガらピういラ
と、二うへ動1’ Pているだ’ろうカ1ということ左見ようヒいう

あれた’ったて’一すね。農比価格ハストップ会は岩政局が’中

フブニんτ～けれど‘も、あグ1材＊弓が一兵、プア、んで・r1き｛て・・し

ア（、ず’いノ3こん無理なことをヤブたと肥iうけど’、一応かっ

こうは’ tいブこわけア｛’。

豊田’しヵ・レ、考えてみ‘ますと、そういう土地所有など・、

に関する毛（を当時の拡’況のもとで’、予算が一はガフプ（づ・

らガ、予算要求これ一なカ・フナニカ’らがもしれまセんけれど’

も、それが・行われたわけて．’すね、課長という木。ストτ㌧

言粟長のときおやリにいたんて’’すね。

近藤  ええ、言栗長のときなんて’’す、

豊国 一方、あ。〕後先生、1ワ年φ『日本農業降済諭徴は

むしう言諭（向て‘’布Pえ亨れるよう才∫喬吉累にナよったづつけて’’

すが＼一 j査の方て一はそうい’ ､、ことヅビきたという、阿刀・

ら’よっと考えてみると尺もしろい感し’古＼’するんて’’す1プナし

と’1毛。

近着落  レ’かし、 あの こ うの、 単ズ前の考乏人二なんて、・うのは

                         く
、いま力’ら．孝之ると、ずIいぷ．ん乱暴㍑も4だね、、す、いふ1ん
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札暴すよことをしフニσ戦後は物I 装s尽て’∴．．東京で．1会。合をヤ

るときに、豊国書1Jんか知フマいるす～ろラ、みん打骨折

って駅弁けと．‘圭がき集めてきて・それで’’べっフたんて’’すへ

 戦争中は政情不安て1、ほI’〈が’蓑一林統計にいる間、約2

．年て’’すけヒ．、、2耳の間に大臣が’ケ人が6人かわったんて1

すね。文臣ガタリづる．kびに、・やめる大臣一．素斤レい大臣が’

1累奉以上を1’’らそうするんて・1すよ・て．’す1・ら、パす〔が・

耳の間に、ぽ’く不よん．か蒙京の主な有ろは考→亭は一通リ回

リましたよ、（実）そういう時代ブ｛’ったて’Iすね。

 それカ＼ら、航計課長に1い1ニヒ．きグ）事情はごつきいフ
r二I 諠奄ﾉ∵一あれは有ろ文臣が一、プ÷れバタトク・うヲ1っ眼フて

こいという言書だ’フたらしいんて‘’す、て’’すけれど．む、ぽIく

自身（事情ヵ’らいうと、ちょうど1『蓑業経テ斉言帝』べ・『毒ス

換期の裏業問題』について文引1ノξけピから文句ら＼’出ζ。L

豊田 そうで・、すか。そのときにもラすて・’にそういラこヒ

カリ）リまい・んで’す・が。

近藤 そ（こう、ぽ’く記憶レている小ま、い3グ）東家農

工大学で．I、まア～東京高等岩林といフブ（ころ、松岡ごんと

いう校長こんがI、ぽ■くを呼んじ1、やいういうヲ主意、するんて一

すよ。『農業経済諭』を改定レて・、あまりあれしアよいよう

にしうというわけそ‘1、初め：のくらビ1層がプア。やつを、

．高等農林列図書Iﾙて’’この＜らい薄く書き重レてムっkこ

うでnすよ。て．’すカゲ農林有へ来いといえぱそれもい一い

1～ううと、琶・・て．1丁くヒきのあれは、そういう事情ガ’あ

フナ・て’’す．ね。

 『農菜亭至済済』を薄’くする・⑦に．ペブ（と之は一’、幸刀魚手の月月

題とヵ＼植民地。1問題など．至削フて㌧らよフとあグ1ころ1失

一1町というのか・惨＾な感じしたれ。本＝皇厚く才るa）はい

             26
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．いけ孔ピも一、．薄’くするのは…・’‘。（笑）そういう時代†～フ

たて・・すガ’ 轣Dそ．れて・農／1本れいいll’ううといラ気符らで一

多／き受けブニヒ足いますれ。

喜、多 ’しかしその一方、そういラ、3、ラに日ξフけていな

が’らギこ役所の課長に利フ張るというのは・＾レうい
ものて’すね。

並曝1／や、それは農林省と文部省は所属力喧うんて’久
一それはもう関係ブJいて’’すよ。それぞ’れ自分たら（立場が’

ムる。文部省が’いまも昔もあ歩，いう問題に一番弱いよう

で’すよ。中には、あいフー三一並っ払えはい才レが’かわりに放

享受1．：ナよ〆しる†～ううという，琶、し■（が’いるレ。（実）

豊田 ご’厚ビ．て’，すが、先生は異文聡・ごんを直接。

並蕗いや、ぽ’くらは亡くなられてカ・らで’いう。あの
人の全・集というa，を息子さんがら2．冊0・3冊のリ’フはけよ

いをい1イい．けIけて一す。     一
豊田 そうで、すか。ぽ，くは最近虫た復刻の．／冊、厚い（
†lI

ｯレか知りません1．すれヒ’1も。

五藤 異文聡の二とを少し、縦検見たら、きっと只もレう
’いブ～ううと思■ラんで一・す、何ヵ・秦林省の歴史をひとフ統計

’．のラアで’やる0、’こいいXノじ’やナ5いカ、と思、いましアてナQ。

豊田．論文集巧中にやは．リ．農事統書†が’忠姑めkときに、

農．事統書す（不正確ごとガ、批判レた諭支ご’5’一いユすれ。

それがら後に調査案みτ二いな、等方るに、セニサ又に持

1でいってラロ又集計するよ、ラガ・・㍉

並．幕呉さんは農事統言すパラなのはダけ’という孝之

万て’レよう。                   、

豊田流か仁亭で1そういう宇老一といいますガ・呉さん一

・1・．←．1・統計率て＾すけれど七ド酢常に学印ね午．1字
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が14）って、．そ（方ガ’准戸市のj現民よリ．も豆頁ビけ先に進んζリ

しδっアこみた’いプよ・……．．日本の統計、政府の統書すといい

ま才ガ、官庁の統計といいよすか、そIういうヒころにら

い、とそいよ感㍑ところが・あ小ま似。人ロゼ…又

にしても。

近藤島鮎は呉さん十何には前田正名5いψていク
んが’ム．フ．て・これがI具さんたんがセは重フて基礎調査・

フまリ震商務省わ。、、ことに農菜閑濠ピやるべ’き大きな枠

組みを中っブニん乙1咳ね。それ主ヤるのにいういう言回査を

ヤったんて．■すね。

豊・田一いわゆる農業調査がたしカ・こ．’ご’’いましア・れ。

喜多 農事調査。
豊田 農事言回査だ’ったかアよ一、農業調査た’ったか、非常に

尺未見本美な、 い うんな方法皇 と フ て。

ユ藤 高橋足清ねと．．が’手伝フナニ仕手て■しょう。農奔流叶

皇農会ガら取り上げたわけで一すポとこうが’、抵抗！ル
かっアてい’’す。プ5せ．い・ll・カ・という‘ヒ、あのこう．農会

というも川よ、それ一 ﾜ一 ﾄ一はい一よの農林加・れらう補助

金’みたいはものが’主は財源に㍍フていたんて1すが’、 とこ

うガ戟手に人フて、たとえば労務調整て’’あるとが水利句

調整て”あると力・・そういうようブよこヒてい農林加農、会に

丼．する補’貝ガ金＞か3力戒・倉が・、 いういうな珂ちτ・、3、えトんで’す

仏1言・之γこもパ1’ ｰ’ら・やフカ・いな調査ねんヵ’はしすよい

て一・、一番文き1よ仁享は労務調整と永舳調整た㌧す・と彫

う㍍てユプバ、そういう忙享に関係しブこ経費わ・1農会と支え

にい’’すれ。そパ’’あれ差取り上げられ・てザ別に何の

抵抗もい・っrlで1すね。実際いままで・何毛やフでなかフ

kづつけですカ、らね。

            ・28
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喜夢 農事、統計は、明治糾耳がら昭和は耳までI’続いてい

る／、で’すね。

近藤 そラそう。 ・

豊田 農会（方の調査はいまム、フしヤったように、・全杯

言回査やら衛いて一寺艮告するみたいブよ・・一。言回査員など置．い

てナパ＼っkんで’すれ．

近藤 え之、ないんて．一すよ。大体、農会司会費を取る杜

李をやフているわけて’すからθそれで・・剖リ土、して農家つ

戸数は会頁（戸数ピ’やって、それから農地パ曽戒なんと

いう．やっ1ガ乞う夫レた移動ないで．すから、・登記三見る二

ともてリきるが’＼大体（見当て．Iヤブてムフたんしいヤないて・・

すカ・ブハ

 それだけにこフけいプμは・何が間違えて敢告しらヤ
うと、あれは一中央官庁巧方も悪いんだ11ずと’、去年とレ⊂べ1

て こん㌧にノ3、えているa、はすJせ一け’ピカ・ニラ成フて いるのは

アよセHガというごヒ差、変わらなき．や問い合わセはしア5い

／Vピけれど一1も、変わると問い合わセ1するんて．一オーρ。1三’一も

ん■がら、誤フて斬告しだこのが’そのまま受け入れられら
やうと一 A直す州二5ヵ茸計画て一少しず’フ跨正していくヒ

む・．ｷるんてI’すよ。一番ひと・、い勿て・ほ一’くなんが覚えている

のは・あれは永小作権一島本鵬た’・1・たか烏取県1三’っだへ

永小作権のあIる主犯の面積を調へ’たんて’一すれ。調へ・る方

は、・反単位て∵開いアてんでI’すよ一そうしたら、島根県から

3・…という回答が’き㌧3平歩・と苧之1・つも／れれ
300町歩と読んじ’やフブ三んブナ）。そういうこっけいね話

が’メ、るれけて．すよ、こんすよ（は言J正する（に骨を折った．

二とて’しょラ。           、

 しり・し当時は、未（収量ない・は別ヒして．、一／．、ヵ・、が1わ

             29    ・    』3
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レい放字ヅ多む’1γ∴変な間孟一い亭し．て｛ても一列に

け数字が’とI6二にも使われlJいヵ・ら、それで・まあまあ済

んじ’やフプ（んで・才ね。

豊田，戦後にフいてはまた別例日にみ話を伺いましょう合

30
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豊田 戦後．にチ∫り3レて、一先生は。農業統計÷・・めらヤく

ちヤになフていフブニ時代に、統計調査局が’創．殺されて、

局長一に迎えられましナ・。その立q鋒沮がら只話しいただ一
1γれは一’と思いま、す。

近藤・そ、れに入る前に、ゾ前、室困ごんからいただい

す・手紙巧申に、おまえ巧統書すにフいての蓄積、どういう

ようブよ二と差やっプてが．といラこ．と州I書いてあフブてから、

戦前の終わり巧こう差わう少レ。

 戦争中に、私が’、航言ナに関して何が蓄積しブ1かといわ

れますならば、昭和18年てIIレア小、飲手がIもうひビ’くな
フてい1・1ろで’万けへと．’も、I рｪ一書いllもけ穏当て一1・

いというんで’・、文学皇追放されたんてI’すね。それで・・、東

亜研究所というところ一へ身乏与せてお1ア・んで’す。豪亜

石打突所という～ま、いまの了ジ研のよラブ5もので’、政府

が’企皇出して、大家亜侵略戦争の役に立つこと三ヤ札と

いうわ！すナ5んで’しょフ。

 そ1て一、払か1・そグき、1・しが第j部長兼自然科学

部長といラ石前1三なフておっア（と思いますけれと’Iも、自

然科学とが統書すナよどが才旦当す～っア（んで’一すれ。私4／士事へ

ぼが〆んφ報告書けと・，を読み在レてみることはど．が，主な

杜李ていし仁けれど一も、糸4自身として1ま、「アジア農業基礎

抗計、。中国を初め、東南下ジ了諸国の流言すをr通リ見て
                         小農業統書ナの基本的ナよ毛の茎師菓することはや7ていた、ん

1’’ ｷ。兵る「いはご’らんに1よ1たかもしれまセんけれどI d
これ（縞’ ﾛを レて解統を書く．二とが・主ナ∫作事了～ったんてI

す。

 ．こ（報、告考‘ユー丁」応・て．■．きてい．rてんていすけれピも、印刷に
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ナ∫る前に終戦になつて、そ川まに．いて・おっ1く巧ピ

先年、一東文出版会で．I公版してもらいまして、私（編著と

いうことで．’牡てムるんて’’す。’これを・やフてお；て、ガ1

ガん私にとって勉強にナよフナ：と、巳うんで’すパ、序文の中

にも書いてムクま請う・’い「基礎流言す、と名づ’けたのは、結

局、中国や東南アジアつ諸国の国ぐにおける農業4生産
力をあらわすよラ1よ統計を編集しけ何んで’1Iすれ．

 そういう二とて・・一通リつものはやったわけて・，育二それ

とやフておフて私が’慮ビたことは、到・によフて統計が1
非常に二室うんて’’すれ。プ＝とえは’’、一両印にオラ〉9I’のき気言す

が’ありますが’、これは貿易統書立が’全て．’あフて、長い間ち

ヤんと様式毛統一していて・やれわれグ1受か’らえるの㌦
非常に見ヤすいようプよ月三はんていすねI．

 そういハと叱べ’ろと、てンド三統治して’いブ・イキI’ソ

ス列統計というσ〕は、これ1よ土沌調査ク4ど’が一あるわけζリ

す6・・、非常にむブガしくて、ややこしくてわかソにくい

んて一すけれビも、本当によくヰ7て＼ぐるんで’すれ。つま

り、貿易を過．レて見る表面デけとアJて’1るので’行くて、て

ンド（固列中を、内邪構成とい。ブてらいい巧カ’、’王、里解す

るようすよ、調査としてす’’いふ’んむす｝ガし’ガラ．たと思ラわ

で．すけれど’毛、一そういうことをやフておるんてIすポや

はジ胴統計1∫と一、主に問業的に支配することll’け孝之

ておる回と、最1麦・日的は同ビて’もイキ’リス巧よラに内

却に立ち入って、列1常に複雑プJ国をらキんと見きわめてへ

統治の役に立†＝叱ようといラ・心構えが’大か沈討ハ上．にあ
ら〆）れ’ﾄいるという二と皇見1・んで’’す。そしてけ’リ又

の生易合は埠王璽としす5いで’、．玉見工芭巧イ）ド自争のレきナニ’ノ

．や．ら、伝統やら、そういう毛干巧に即して、それはそれとし

             32
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25090

て・ ｩていくといラ作方をと’ Pマいるんて’Iす松。

 そ1へい／と丁、ガ／わや／方は、フ／リ～ンて・・アメ

／力㍗フ11流亨十が’土て／るわllビすけ札とも、多少無

五里ヤリ1・二も、アメリカてI㌧やフていることを7うりじ。ンに

毛押レフけて、7メ’1ノカの奉国っ調査のや1ノ方と同し・様

式左フィリピンにも々らせている。要する11卵・／主格が’

抗告†列やリ方にもあらわれているんし’やナJいか。大変お

もしういと思って、触発になフたんて’ユす。

 戦争中の茜積といラ勿は、東南アジ’丁4諸目の抗計表

皇む・という二とが1っ一と、それからもう1フは、斬争
中てIl．しプこけれと．’も、農村調査をヵ’・才5ソやリましア（ね、

豊田 そうで’’すク・。調査はで1きたわけて’Iすね。

丘藤て’’きkて’1すよ。

 この前お話しプ・と思うけ孔ピ毛、馬攻．勺弓馬産経済定

態調査という句を私プよん・か手／云フて．や、アくんていすけれと’一

も、馬政局の場合は馬を瓦わんならんてI’すク・ら、馬を夏

ケllめに1よ、馬を詞1ておる農家っ一経済状態がIわがらに

ゃいが必というわけで’、そうい一 奄ﾆこうτ帳面ナ5とリ差つ

けてもらフ て’やリま レた．．そういクと ころ一へ出かけてl l

フすてリ、調査はがプ5りゃソまレブ・で’すよ。

 農村調査やフておつて私が・い打｛’に覚一えているのは、

豊田さんが1、叢才李統書†調査．にことしηセン†スで．、「おま

えは≡チう共を何人産んだ．ヵ．＼、という。勿を．やめることにしブ（

ことを書いている一で．1しょう。、それと同、ゾよつば意口打三■と

艮うんて’’すゲ、ぼ’・らが・学生ねと’と一緒に裳才技回フて

おって、聞き取りて’’いろいろテよ二とを開い六（んア～けれど．．

も、「どう いう情全が’4）る わ’∫い哀 それとどう いう3、うに

してぺ・るが・といラ皿ことは、．聞き．、に＜、、・し、、い」†ギる仁’
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ろうとこちらて一、竃、って．多少遂慮、レて、惜全の二とは避け

て適っブこんでIす。そしllけろ蓑ザわ・ら、惜全パ
とを調べけよいて’’岩村列こ とが’わヵ・リま、すヵ’・フ てドブつれブ・

んで’すれ∴やフはリ調査という毛・フいよ、本当に実態4真

実まで1’つかむ二と差しはけリやいけプ5いんで’ムフて、そ

れといやが，る1三’ろうと、も’って避ける川ま間違フていると

い う こ と を、 そ” こ ろ巧調査・ビ感・レIま し た。

 「子依差何人産んア三，が・と1、う調査も、私アニち一、’戦茂

0i最初のころに滞在的過剰人口と称レて田舎に八フてや
りましブ・。

 戟1重に、占領報告（中て‘’、日本は失業着わ・・女プよいヒ〕

う、労働力調査で’すが、ゐ（了メワカ流4定義てI’失業皇

言回べ1ると、失業者は少ないんてnすね1それは、ガつきI’屋

をしている豊中七就業者で．一すレ、ξ札がら、家列台所グ〕

仕事をやっている・、も就業名て一一いう。｛・ら、とても

失業者ガ1・トない、それ．に反発レてばIくらが’、農村（人口

というのは、失業レマいるわけにいが㍑い滑狂的矢亨ア三’

ガら・といフて、農村（労働勾状況もあわグ（調べIて、実

質的な失業は七フと多いんだといラ調査をやフた（が．…

’一’

豊田 覚えています。

立L肩泰．23年が2牛耳たIフたてI’すね・

・豊田 その＜らいで1す。23年っ・24年くIらいポった．と思い

ます。

近藤 そハときに、「只まえばチ供皇何々産．んナ三ク・」「いまく

ど，れ．（らい有フているが、「何人杁しいが」、そういうよう

けことと1てい・八れ！て覚えカノ）ツユすね．決してそうい

ラ．ぺ．は1い，ヤ．がIられるとは思わ15かったて’すけれと’’も札
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せっガ＜調査するのはら国攻に役に工1・してもらいグ（い

というのが’調査される方φ気本寺らでしょうがら、それに

はヤ7ばゾ本当jこ言回べ’ブ手きゃはらあことは調へ・プよきゃ

1・らめという・戦争中小舳んグもそうて川すけれど1毛。

そういうこと差突陸国ラてやフでみて、身にしみて廃ゼ
1二て’’すな、

近藤戦後は、ます．’農林統書十の．お手伝い差しllわけてI’す

が’、豊田さん（手紙にもあリまレブ（け糺ビ’毛、戦後の農

林統計をと〔ういラ、3、うに見ておフプでかということが■フ

あっ7二と思うんて．‘す。象徴的ねクーよ、昭和20年の采（収

穫調査として農林省が’調べIて、これドけ食糧足らムカ・ら

輸入してくれといフて⇔H Qlへ持ち込んブ｛㌧きの乗巧収

量’が13900万石。当時は、石といフマいましアニ、農林省に
は、昔ガらパ充計て・，調べ1てムつア・伝．抗的プノ収穫高調査カ／へ

あll・んで’’すけれと十て．れヅわそザろは食管1麦㌦

当時は米穀局が、、つまク、業務統書すτ’上がってきkやフ

が』3500万石。そいJはハねことは汀い。そんプJ数プJらば

相当餓死考が一犬てくる1三1うラと．いラニとて’’、司令部グ本

当・技手が・彼レいとJいフて・’・ると1うへ、尺戎さん〃。

／が・．5…万石一といラ数字麦忠し㌧彼の説明によると。

反当1石6斗2千、これは／00年に／国巧不作ナ三1と、そ
のくらいに見たんア｛’そうで’Iす。 そういう、3、うに見ても8！
・・．

福髞V、ら．い4）ると孝之てムーフア・。そうい1意見を司令

考戸へ本寺ち込んで．’、 それで1失いに亭売言すの方ガ信用を考与kヒ

いうことて’す。

 この3900万石といラ敏宇は、仮に1食惜亡プ・くて統計一

言累担当て’’調べ’てモ、恐．らく．同し’よラ7Jこと．1．三．プよ．ブ．ア〈ん、て・．

             35・      ニニ」∴1’一

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



すよ1当時の状況ガら一いぐど・当時は年県役人をみんナ5

戦争へとられちゃ1て、統計課パ5い県もす’い・311んノ・フ

六（んで一すね。ことに戦争が，斉い～後になソますと、今度一

は国ム独力州よ・なフらやラ1二～与て｝す力・ら、沫はもラ

供・出しねいわけ・ヤミてlI先11・方がrまるヵ・に得て一すがら小

というわけで’す力・ら、それは仮にど1て‘，あっても、同しい

ようだ牧字にいたと、そ1、㌧て．．すね。そういラ≠嫡で、

了メリカ流巧シ敏標本っ実測調査をヤブて旗訂ピすると

いう．ようブ∫仕方を取ソ入札る二とにナ5フナζηけて．1すね。

豊田 ナ・しが21年こ’’うしIヤなカフ†・がと恩・いますけれピ

も、私、、自p象に残フてい・一るのは、朝自新聞の庄胃炎余力・何

がズ、先生が・現在巧未（統書すは誤ゑが’阿zなんてものゼ

†プよくて．、何割といラ言具象が，あるといラ発育壬していら

フしゃっアてことて’ ｷけ札と．■毛、ご’記憶くりまセんヵ・。

並藤 座談会というのは・…一。

豊田 摩談。ドブ～フチ（が言己事ブラア（か、Uイ可てI’あフナこが覚え

ていませんけ八ピも、先生はそういプこと茎いフておら
れまレプ・。

近藤 戦珂は、ほかはダメプ’けれど’’ポ乗（主産高統書す

す1’けは、農林省自信が．あっ1、んで・すれ。私が・よく調ぺ・

わけ’ ｵ・ヤはいけ一 s、1ニレ1・、と・う間室フても15万石程度

（違いポろう。5000万石程度の申で’。その程度て’一すよ。

セいゼい間違フて毛その程瓦そラいりれておっテ・んで’
すれ。

豊田 パ割λ下†～つす。わけて一Iすね。

並藤 ええ、1割以下ピ∵イイパ
豊田 z以下……。
．迂I曝．一0＝3／．そ（ネ至度で．’し．たれ・それが当時、50m万
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石は．必す’’あるというヤっが、3900万石で’すから、 2剖て’’す

ね。実際に収量がソj。さがフ六・ことは否定で’きまセんが・、

大二体、統計の組織が’、上の方毛、具庁プよとI1巧末端の調査

毛すっかリ沸れておフたこと千＼Iこ（放宇にナJる原因の1

って＾ ?ﾁナ（。文1尺こんが’、とにかく統計っ調査巧向上や

ら、人自今、物的才J条づチカ・」すフかク病れてムフナ・というこ

と差しさリに書いていまし．たけ札と．’も、そうプIフたうタ

と、良いまでタタま。

 当時、ブ（て；まえとレては、 1万余リ巧町村に統計主任

が’1人いる。それから、調査員がI15万人いたんですれ．

調査夏がい15万人という．こと1ま、500万戸4農家を割ソ算

をすると、 1人当たソ平均35戸で’すね。大1づ本1部落に1

人（統計調査頁を置いて、役場に統書す生づ壬が・1人いて、

裏抹有は統計主づモに対して 「抗さす砧専頁、、というる前髪

与又て、わす’力・な一一だしヵ㌧私がやフた最初の予算の

ときが’1年に5円（手当す～フたと思いますが’、 ぞラいラ

ごとで．一’とにφ・＜石前を与えてやらレ7・二んでI’すヵ・ら、冊三ブ｛’

けは一ノ応才茜いてあるけれと’’も、実際にはオ旦当者が・いナ。rい

という状況て’’し7・がら、どこが’やパ・にしても、本当の

菱史写は出てこなカ・フーた。 庁方で’イ〉7レーが二色行レていま

すね’．フまリ、農家ガ’いやが’るのは、インフレが・片方て・I

進行して、肥料を頁ラのにも何左買うのに舌丙くなフて
いるのに、束偶は上1ブて毛らえない。ヤミでI、亮九は’’高く’

売れる一ラいう状況ズした、から、供れいやが1フたわ
けて㌧す。戦争の終わフプく：ろの農林統書ガっ状況と．いラの

は、そういラ状況ブフす・んで’’すね。・

 それで’I、 司令部から・つお声が’カ・クもあって農林省に吾売

言†調査局が’で’きて、それが．ら府県に昨報ξつ、くる．といラ

            3？
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1とにプよフllわけ1いガたし勿＼卯．ときぼ／のところ
へ表てくれヒいう言古を荷フてさた勿は’ 蜻�ｱんし1やナ5か

っナ・ガな。プ．lllと尽い行けれど．‘もね。前・リ・ら多ケ

ともいろいろlJ検言立会に引フ非ソ虫ごれていて様．チもわ

がフていましたから、やリまいうといラことにぺ1・
んです。

喜多 当時、先生は、中央農地委員毛やフてムられア。…

…？

近藤 そうで一1すね。農地改革がIξ冬戟直1後がら始ま・フたん

で’すバー・中央蓑だ奏頁の仁享は文．体済んで’’いたんでIすよ小

県巧農埴委頁会．というのは、い・なカ・いろいろ具膝的な

こと皇処三里一 ｵはきゃプJらゐことが多くて・、作しヵ・フナてよ

うて．’すけれとI，も、中央蓑兜委員というのは、大体のこと

1よ法律て’’決めてあって、法律て｝沃ノ）てないことピ、ケし

何ヵ’重要なことてい串リ．夜化しなきゃ灯ら姑よラなもの豊沃

めるんて．’ ｵkれ。
 中突農地香員て一最初にや・ナこ位事は、地主保有面積と

自作地の限度が＼府県て■町歩午3町ザ北海事τ一5町
歩と15町歩と法律て’’決めてい．ポそれを府県で・ソレす’1フ

違えて、早均してj町歩になるように変えろといラんてへ
・すね。そうIいうラ麦律にナ5フマいるんて一すよ。そこで一、県

こ’’との、†・とえば’、岩手具あkクは1町歩一3町歩ビやな一

くて、もフと大きいんて’’すれ。j田丁5厘から4町がね。

県で．’違うし、県ひ中て’’町村が’また保有面、積を欠きくレプ・

うノいくじフーしうというんで’すれ。そういうの皇県に一

㍗て、けが’いいかピ・うか差沃めるという一んで“すね。

具間外、何県は灯町ケ、何具は何町オデというのをラ実8）る
の．が’ ?對_地番頁会（主要な忙事す～・たと、思います。そ
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んなよラ1プ・く．’いのことが’少しあるた’けてい、そんナよに他

レくなヵ・フたですね。それが・済い1、いて。、抗計の仁季は

毎日．行フて、1〃・なカ・斗亡しがフプニピす糺

喜多 秋、きのク、年表的にちょフと調べ1てみたんて’’一す

が’・了メリ申勿コロラド刑勿り一ドといラ人が’占領軍の

顧問で’やって参ラます。あのころは、先生が’統計で又戎

さんいが’わておられ1戸いろいうな研究会の砧一導・に来

ておられ、す二時期と1らJうと’1回し’こう万んで“すね。

近藤ところが1、私は、リードというんには一彦も会わ
舳・プア1んで．すよ。

喜多’そうでnすか。

並藤り一ドが帰1てがらレ1ギよ一て’’すヂ＼私う’1触す

ようにナ5ったのは。レがレ、そザろパと茎書い1。久

我さん。「統計夜話。ナ三，ったかた．見．ましたけれビ，毛、

久秋さんの方からは、少数標本調．益を主にレて雅言す左す

るというやク方一を碕フていたのに対レて、ソードはそう
ヒャなくて、’ _家がら直接メーレととフて（少数樗本突
ラ則言聞査て一’もフてそれ左手エッ7するよう㍑形て’1ヤれ。 そ

うレプエいと、標本定ラ則調査を主にレてヤるんレ’や、費用

が・かが。て文変だ’がらと’いう意見。それは全くそ（と・お

うブれ思うれ。後て一また、・そ八問題にプ5フてくるわけな

ん†三’・れ。†三けと’1、その当時としては、それよリはヵ・に手

がけよいわけたI。

 しかレ、最初のときはん台．・は、フまつ、戦前4私巧こ
うにフくフた叢林右統計言同査規則の夏調査、谷調査二て’1申

告さセ．†て、その申告（材料が■’っれとにオ5るん†～れ。

1～けとI’、一梶[ド（いっア・の・は確がに．…里タ）って、そのと

おつになれナ5バフたカ・ら、人員ハむやみに多くなフて、
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後で．一人真£整1里一する・1にしいろいラみす1がレい問題に1・11

フカ・ろわけプね。私は、り一ドには一彦も余パ・ことは

川まセんでし1・。終戦直後は、一久我きん帆’ブI残11

やフていナ（んで．一しょうね。      ＼

 私が’統書す調査局へ引フ．張シ虫されていク†（と一きの考え

方というのか、気持ちという｛か、何φ・に書（・すくことも

才）るん、て’’すけれと’’も、文体2っ4）号と思う〃＝ね一つ

は、農村民主化で，すよ由農地改革もそうだ’っ・す二んでnすへ

農地改革にぼくらが1多ケ手をゲレブ：のも、農村民主化つ

一場面ナ三Iううヒいクこと1三Iっllんで｝すけど、統計（場合

も、蓑打民主1じグリフのお手伝いに1地1｛・ろうという意
味が■1フ．それと、農林行攻1て統計の場6て・、交いに科学

的なことを取っ入れプ5きぐいけナJいナ～うう・。大体そグ；2

フていレナてね。

 当時・未（楳出が’丈支むす’ガレい問題1∴ブニーわけピ㌦

と二一うが・、」たせ1むすいカ・しいがといえ．ぱ、音からのやク方

τ’供出の判リ当てをして、一無理やつに‘出さ打さや、ジ㌧

プ供出と．いうのて’’すグ、行フてっがまえて、留置場べふ1

ら込’むと一三いうことをやフていましたク、ら。 しφ’レ、 とに

ゲ／らや．んとレ11数字がけよけ／や・食糧つ問題州とか
すよらすよ㌧・とい うナ易面で’すか ら 、 そ 列生易合にガ’リ才アの 食

糧を輸入レて毛らうこと自身毛も・ちタん丈事なことなん

す～けれどI’も、同時に、米外供＾巧調査をちゃんとレア（調

査てヤ，るようにする亨とは、農村自身巧内部の民主化と
いうL B・、一いままで・、木’スがずいぶん勝手ね二とをした，

岩民がIいやが’るといフす・って、方寸に割ク当てたのが’そ（

まま反列割リ㍍ど’て・I’ e農家に、いフちゃいますから。て’’す

．がら・富農1‘．いい上地を符子で．いる老も・悪…土兜少し
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ば’ク・っぺ・、ている勿．毛あまク考一虜．されプ5いで’書リグ当てら

れるも巧ア～ガら、庁方し’やヤミで売るの差持フている巧

に、片．方し・や、自如食べ、る小もポん㍑らμいう事

態が恕こフブ・わけて’一す。        ・
 ア・しが、’何がの中で、大まがな見積毛うを見たヒ忍11．ま

すけれと・・も、統計列券川又量巧言臭差が’仮に全国で．■ゾと
し．

ﾄも、府恥段階て・リよ3グらいの言呉差ナ三’ろう、それ

っ＼い田丁‡す（羊臭戸皆1こナ5ると9zく＾らいにオ∫る∠しナ～？ア（古・ナよ。

7㍗が9％か。ところが’、それか一’最末端巧農家にいフブこ

ら、誤差は20％＜’しらい勿場合が’あるグろう。そういラよ

うな関係になラていす（と思・うんて一’すね。固不才寸へきすて差支字

は誤差とレて9％＜一らい1～から、何とかなるク・しら必け
れど・1も、・その97が・、村（木．スの都合巧いいよらナよ象戸

への剖つ当てが’行われる（て一’、’20〆毛聞き勿ある収量の．

農家が・生す’’ることになク、とてもやグされない人か・・出て

く．るわ1ブたIんそういう枚1兄に対レて、ああいラ調査巧

やソ方を変えることで‘’村巧民主化の問題堤起に㍑つ得る

ブろう。農村伸．の末1又巧れ強いところ一て・も、ムいお

いぞ札が・問題にて’’ぎるよラ1てはるす｛一ろう、そういう孝之

ボ、いわば’’ 寀氓甯�ｽ化への期待が・あフたIと思．いま

す。農村民主化にイ支立ファ～ろうという気持ら声・・、石室がに

強がフ1ニヒ思いますね。

 て’すガら、1・しク・何かに書いたク、昨報へ行フてレや

べ1フブ・クしアてヒ見いますけれ・・．と．’ポ「昨報＾は人民巧敵で．．あ

るが」 といラのが’身）フプてて∵しょラθみれば、 そう．いうイ

＜一ジll’と、巴、いますね。岩村をよ・する1っのきっかけ・

になる。ブ～カゲとにがくあσ）ころ句作報の人はみん㌦
そラいラ意気込キというか．使命感を枯・フて、ある竜．咳て・・
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は元気㍑1て・非常一に事態1弐困苧皇．1～了．た・け札とも・失

いに使命感を時フてや・そいllという1け・いえ貞しょ
う。

私なんが、よく’書い1・クレやベフたつしますけと．’、と

にク・く低労賞、低大偶4．基本線て’Iす。とこうグ農家＝巧立

1名て一’いうと一・るほど’’低＊俺で一と÷れるのが．いやプとい

1気持ちはわハるけ札ど’も、しかゲ方がらいれ、内

輪中告ということは外日がう輸入してくれヒいジニとに

はるわけてす。  食糧（輸入といフω汐・’・いまと星フ

て当時は、国1苧自ラにまグ食糧かI不足て’＼高かっブ・で’す々、

1・し一が、，1石て・，…0～30・州巧輸＼働格差、祷給金’を員才旦

レて初めて輸入で．一きた・そういラ時代で．づ・苧。ブカ．’ら・

悔格差碕令全を出李ということは、必すhそナしア三’け阿ら力・

の河るで．’1目内で．’買い入れる食植の方が’抑えら八る、とに

ヵ・く、政府が’滴字：」的に買う二と（て．’きる制度になフてい

て、政府ヵ＼・疸往三次めるんて1’すヵ・ら、翰人するグ，に価格

左補給全をゲくこん使わなき々けらκならば、今度は、

それプけ国＝内の買い上げ’勿方で．’カパ㌧しよラとする（は

当然1のことで・、しょう・。てI’すから．、 それブ’｛一け安くなIるわけ

て’’ ｷ。ブから、輸入食糧に頼っていると、将来日本列農
業が’9ソになるぞ’Iと・いう将来巧見通し、は毛らろんだ’け糺

ビIも、けポけし・やな／’ ﾄ、当面の未も安・買われると
いう1・とゼ、私は阿が例ときにゴワと盲す算レて、傾格差

ネ甫亭合全が’1石で2000円（．’らい阜るとすると、甲内で．’買い

上げ’る米の値段てI’それを全部カ八一すると、 1石につい

て／500円安く買われうことにプよる↑～ろう．輸入する量と

貫い上け■，る未の量とて・1丈ゴっばにさす算した二とが’あフk

と覚之ていう／）て’’すけれとI1も、 そういうオズラ足ナ～フτ（て’’す
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ね。それにもか’ ｩわらす．’、や一 tばつ各戸が1内輪申告し、て

なるべ・／伐れ分1。く一 撃謔､という個人的な才11害からい

うと、そう1∫るんて．’すね。

 私が’I、ある意味て’一残念だ、あるいは間違．い7三フブ（んレ’

や才Jいかと思うことの1つは、昭和30年オ～プア・かナよ、農

林老巧隠し田ガ、／5万町歩あ之といラ間題が、あパ・で’レよ

ラ。あれは1乍諦て“農地面積皇見るつに、田畑茎2町歩くn

らいの単位にらやんと区τ刀フて、はっきクしア・面積．を試

しち．やおラということでI’し7てね。一そ札差や一フて、はわ延

ひ1’と脱漏差言壱めていっマ、た’んす｛’ん13・えていフアニ。あれ

けく一，τ表し・1∫か1た～ま、町村利巧紋字が’各回ブ村会郡

そろフてがら発表レ草しょうといラ王星屈、す三㌧すこと思うん
て’’ ｷが1ね． レかレ、ノ5万町1歩の田の面積’がI実際1ま老文字と

して虫一できて一おるのに、 それを名＼亭袴戸ケ列芦生長さんの引

き虫しに入れて、発表し才μ・っプ三。それは1つは、農村

て’、 篇民列方が’なるべ1く面積を欠きくしてもらいす（くナよ

いという、いままで・、巧一 癘｢イ面供出皇きらラ流れが・す一1フと

続いてお1て、それに同調しア・といラれ・、ある意味し1

ヤそれに引きず一1られたというのが、そういうことグ→一た

と、胃・うんτ1す・れ．あれは昭和28年ヵ・9与古・。

豊田 28年．ヵ・9耳巧不作乃ときていす。冷害がIあク身しナくく

近藤・8年が’凶作で．’、その出作ヒいラ列ハ’きっがけて∴、

N S Aノ〕・麦協定にナ5るわけて’’すれ。 当θ手アノ リ カは、 ノ〕・

麦を切砧剰生産出荒に1・1．てい1てわllて’I首。“A小

麦協定は余乗リ農産物処理ヲ麦に変わりますが一、アメリカっ

輸出政策にほカ・はらテ5かっナ（。それで最初は、22年巧叶

S・A／j・乏協定が1ナ・しグ3000万ドルでIす。29年一は吉田さん

が’ hり力へ行1て・べと多／1∫るゲすれ・それへ
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ドルねレに円て’買える食糧の量が’多くなる・もつr三’がら、

まにそ（金ゾー部かは日本政府が・娃えるものだ一から、

らようど．財政緊縮て’’、1兆円予算で’補助全な・とを大小τ刀

111ヒきて．，し六・力・ら、＾Aて一毛らフ1・補助虹出すヒ．

いうよ、うながっこうに．オよフ1て州・’、29年で’すわね。

豊田覚えています。わころ、私、直族は関係なかつ
す・んで’’すけれピポ板書岬査が’非常に問題にな；プ（時期

で’、凶作が’世間て｝いわれているほど減収にはならないと

いラ、調査の方てIそういう見通しが1あっ1・に毛かかわら

ずし減収．を断固として、自信持1てポ1よカフたという
ことは、先走、何がに．書いておられナ・と忍い・一ます1、ブれと一’

も、そういラ事情が’あクますね．一方て川、・小麦の亮リ込

みが非常に強が111。’ ｢ため、大使館もいろいろ活動
していず・こ．とを覚之一でいます。

丘藤 小麦は世界的に、蛇和24年からノ／、麦協定がIて・きる

くらいて．’すがら、於フているんプす。向二うて…．ま、何と

がレて・ト麦と左ダ止・もうと しマ、熱心にプJニブてムっ7（どき
で’ ｷかジす÷’がら、ぽ’／一のいクのは、あ6叔宇ねと．と早

く格表レでぺ本当に凶作というほどビ・↓1よいといラこと

になれは．’、一てれば吉田さし一が’向こうに行くにレろ＝、・多・介

の停抗があるはすuブ～けと’1、あれで’’川S－A小麦協定ゲすフ

と人フちヤっナ・。それから余剰農産物処理法にプ∫ると剖

渡がI変わフて、 石本．政府の使う全を安全保津といラ軍惰

関係だIけにしば’られたいて．．、句1うの農産、物（飼料）の

宣伝責に．皮1て、もようレい．と一．ク・ことになフてll・んで’

すよ。それが’阿ら＾抵抗なしに八フブニんで’．すね。凶作ブ三’

といll！l．I㌧農民も砦林省も抵抗する1とが一はがフ㌦

それグ’今日の穀物ぺ自給率ヵべ30Zといラきブガけになる
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んで’’ ｷからね。あの／5万町歩列隠し田はと’1う老残念ア三’と

．思う。、絞・計の方が・本当にが‘んとレてやナじは、もラナし抵

抗する二とグて’’きたか屯しれゐといラ鹿レ’を碕つんで．す

けれと．I毛ね。                ・
豊田 ちょっと皮肉て’’すね。30一年は豊作て’’、先ほど只っ

し寸．っ1。水田〆面積け表したのがi，1てレか3／隼く■1らい

し’ヤながフす二がと、恩・いますけれと．’毛。

喜多 なし崩し一…・・一一挙に失したわけし’’ポ5いぐすへ

豊田 し’ヤなカフだけと一、30年以1室て．1レよう。

喜多 30年州麦て一’すね。

通藤 もラケし早く、29阜ム段階て’Iわかフているナ三けξ

やるのが・本．当ゼヤながフ1・かといラニとIがい、ほ1’〈（いい

丁二い’ことはんアニ。

豊田そ・｛の経過、は、何というのが、井窄に皮肉ヒい

つが一山’’。

近藤 結局私は、いまの問題は、こグ）ごいう行政の各省巧

資・秤を公開しうという問題。

豊国 情報公開。

近藤 この」間、ぼくは、日弁連（日本弁護士連合会）の

特報公開についての実情調．査・というのをもらフて読み

まレブニけれど．’も、日弁連．が1情報公開をいうのは、裁判勿

とさにいういろ、ナ（とえは川、一目中角栄ク〉一申告をらやんと

しプ・ヵ・と∵うφ・という二とて’’税、（中吉皇見セろといフて毛／、

そλはプラてバ’ソー峠すことllなるがれいう理屈で，

見セ1よいということ。兵るいは木伐病とか、礼洲のああ

いう病気と一力・べ害なんかのとさ、医者の分断とか、エ享

設計とか、そんなような毛の茎見せうというのを役所が’
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見ゼナよ1．1θそういう〆はらやんと∴．ど？，い・うのは見セな

いで’’、と．’ういうふうにレて保存衛とか、ど一ラいう手続

をして公開するという。：三，まイ率て．一ラ夫．あるべ’きテ～というの・

の主張で’す。

 そカ〕寸確かにぽ’くはそ．ういう方向に行くへ’きピ、フ3

つ、チ、あいう惰茸三公開するどいラす・て3えにナメフてお

る二とが一、役所巧民主化ということ一0〕基礎にけらと冠ラ

んで’’ ｷ。 とにガ＜ イ受デ生といラ のは、 自分の言回べIナてこ とは

役所のもパ’’あ一って・都合・によ1て＾表するけれと1一 Vベ

都合によ．っら千公表レない∴椿手なんて一1すね・一そういラ
作員向ガ’非宇に弦一・い人ノて．．す。

 統書立は、昔ガら、裏林省て・・統計課が’やフ・てムフk続言ナ

ナよと一’は、公一表するのピててまえにしでいまレkコ食糧庁

ブ5ビー■は少し考えが’違う・ようてすね。荷．見くん州・農林一汪ｯ
をヤブておられて、農業界の木い又す三一フたわけて’すれ。域

争中巧抗計課に私が’行フたとき．プと思うけれと’も、らよ

うどそザうは荷見・ごんか・米穀局て一I柱ごになフて、商党

人のやフている未の元五を役所グi方へ取っ上げプ・律階ビ

す。ばくに、「近藤葛、抗計というのは／町ナ～ねJと、こ’

いうんて’すね．’ ﾇういうことをいわれるが・と恩フ六・ら、
結局、言回べ十も，のを公表するというのは一体と，’ういうこ

とがと いうんで’すね。 調べ’たも巧 を 自ノドが’持フてお 。て

ネ刀めて市交力にイ史える 、 白石＼ア～け’がI‘⇒寺っ て t1る。iて’1意・口米が’

ある。商支にもそれピ度していたん，∴ぐ武器にならないと

いうんですれ冒〆一間の仕事を取・ク上げ’てI役所4統制jに孝多

す、戦争をしているとこうて二生し・ブて孝之方て一すれ、きわ

グ）て露骨は言い方をすると。それは享呈，度〃）違いはあるけ

れどギみんなそうて一’ ｷガ都合巧悪いのはポないと
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いラニとて’’す。 それはどうも、．やっ1ゴつ民主的．な行サ丈の

あり方と違うと、巳ラ。． i三’ヵ・ら、臼手違巧清孝浸公開0）法イ幸

差つくれという主系は、ぽ’〈は支埼していいと忍うxノビ
すが’’ね、

喜多 実際、末揃ク1調査をされる人グ』立場からすると、

調べ・kものをノ全・部べ開するどいラニとは、プライパーシー

の問天童にナよるん一で．一すね．

近漆〃，．そういう紬・4一る1と差一 ﾛ定方ること1土て・・

きま寸ん、

豊田 そ4．キ、ド、フいて是う！、て’’すけれと’も、本来、統計

というグ1は立代ネ土奈の中に主夏れて、市民ネ土倉の原王至が’

基礎にナよフている毛ので．すから、プライパシ’を与る二

とと社会の素リ昼といつことを印工ごセるkめに・旧巽の
禾む・室1よ」チるけ〆しビ’も、 そナt力・らネ手られブ：全・づ奉について巧

派ヲすI叡写は公表するとピう、一た・そク，ユ、巧原則が．Iて’きて

い1二と、言うんて一Iすね。そパえれグ日本・1流言す法にもあヅ

ますレ、ど1の恥i託訂調査て’も守税表袴と公表羨誇が・

4、ろと一されている、守秋羨誇というしア…よ言回査した測に4）

るし、調査される創には、自今のプラてバ’シーは侵され
．1ハ・こと皇信用レて、ネ±会の情報とレて必要は1とは正

確に答えるといラ原1里が’・一応11てまえヒしては牛る、

日本て’．実一際どうかといク問題はあ／ます1けじとポ、

 ところが’、プラfパ’シー圭号る遅効左いフている人た

ちは・抗言†パういう二とに7い㍑考え方なしに、プ
ラィバ’ Vー侵害の部～・と1ゲ三けい1ているように思
える（て．’づ’、

並蘇流計表三っくると～にも、そういうところが・やい
ましい’ 竭閧ﾈん7三．総理文．巨に汀るんは歴代、私は不動
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産と1れた’け持1ています・と’’ラい．ラ／辛を・符・ていユす

というの差公表‡るんて．．すね。全く個々的1〃、れを発表

する．本当かう㌧ξか知らおリれと“も、とにヵ・く∵穴・発表

する。発彦するどいテ1とは、．紙1里大臣とも1∫ると、あ

れは公人て’’あフて私人ビ・でねいという意味才よんて・レよう

がね・そラいラような問題、とにかく打球σ）民羊的なあ

つ方ということ、特にいまグ情報・；公開というようナよ問

題、あると、冒・プ、て一’ずれ。

 とにがくい3八日弁連・、調査、これは調査としてよく
・べ・って㌧ると、巳う！、一て・・すよ。丁ンァート言戸査もヤつ、 自

／永たちが6行フ て言回べ・る・。 そナしからチ見交に、 乗手本君、プJら裏

林省に果て、何とかいう書類差見セ戸之れ一といって、手・

続を殆1して’’ヤバ1そグ、1i文況を書いている！、て’・すよ。そう

すると、と．一こもみんな、隊がIフ手（手っしないガ≒とガ・・・…θ

と1’ ､いうグ．は秘密に交るとかしアニ「いとポ、そういうこと

けイ気長く．．らい⑦λ隻眼に／5フているということ三しIきクに

いっていましナ1。        ’

 民主！い問題か’jフピそれポーらも、うい巧課題とし

て考えておる：と1ま、統書†に科学的な調査方法皇項ヌつ入

れることが’必要1｛Iううという問題ですね、

 いうユて一’もプよく、さフきの少数オ案．本突刺調査て’’淀君すを

や多というう土方て’＼ そ†しまで’’すフーと申告差もとにレブ（季貢

み上け’方式にフτ二句を猿言すに変えた、変えず（といラよ’）

これ皇加咳しアニと・一・うべき て・・しょつが’、 とにヵ・＜ク、れは

I欠きナユごとで．’すれ。ナニとえば、坪刈リ、なんていラ”は†

て・はやってムってう、衆ξ冬〃i判定て’は見ない。麦の場合・

て一’も未て’’もそうだ’11てと思い川ね．初めζ中央作況未

定番頁会が・坪刈クの成’績ピ．判定をしたというのは、23年
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の麦からなんて’’すね。それまで一は、末端て’’は坪刈リをヤ

ブていても、中央て’そ（材料で．I判定をするという二とを

してプよガったんて．’すね。

 統書す調査局て＼フまゾ食管1－1変わフて最ネ力め調査へ

22年（麦ガらねんて川すね。22年巧麦は、1年報職員が、そう

ったと二うもあるし、そうわナよいと二うもあるレ、どク

打るかと，忍11・けれど，も、とにかくやれというこ一とて．’踏

み加フす・わけて’すからね。そ（とさに私は、各亭蕎所が
ら孝艮告書が，去るわげて・Iすが・、 それを丁寧に言亮んで、皇国

君なんか覚えているがど’うが、おヵ・レいとこうを直レた

ク採点、差して、所長のとこうへ3た遂．ク五レア（んで．’享．よ
                         小
 統計（言回査ナJんていうも勿は、ことしの経験を来年に
生が レ、 さ ら1二ま た茜才責差、3、やレ ていがなき ゃ いけなl l

ん†～がらという意味て・’、孝艮告差出せばそれて・1済んだとい

う3、うに考えらやい。けないん7｛I。マういうような考えて’’
                         〈一幸重。／言雫原しをっくううというっもつ7÷っブ（！㌧て一一すれ。

 それが’らもつい・科写的ということと剛桑すると尽
いますけれヒ．’ポいうまτIもなく科学的ね方1夫を取ク入

れるということカ・，実際にて’’きるためには、行政美直接才旦

当レ．ている谷部局け関係が’なガ出・むず、がしいい．I・

戦争中などは、ことに食糧ナよど1ま食糧庁に完全に埜断さ

れて、統計の方から生産高’ ｲ査まで’、取ク」二げ’られた枇1兄

て’ ｷ。やブはク各局がらの独立住。調査自身に責任を持

フというその体串リが’、科学的ね方法左取ク入れるといフ

ても㌔それナJレに1まで’’3ねいこ・とですがら、それが俳常

に火事1よ、吉，て．，、私はいういろlJ検会のあるブ・ひ’に強調し．

1てと息うんて’’す。しかレ、そうかといつて、責任を持フ

といラこ．ヒ1ま月参手すよ言阿査．を三．レニ・て、いるの、差言午すということ
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し’ヤないんて’一あフて・I ﾆにかく行政．に秤立つ調査をする
ということで’’な＜ては才よらない．

喜多抗言寸の行政からの独立と、その統計が・行政に使わ

れるといラ、 そこの言完8月が’なウ・はかむカ’1かしいところた

んて’’すね。

近藤行政を才旦当する各局がらいうと、実際1二荷見さん
のいうとおり、はるべ、＜自分・、手下にやらセーて1都合っ

悪い数字は岬さえて、都合・1いいぺとけ出すという二と

差、したい／）ていしょう、それじ叫本当巧行政にナいていが
プ5いと、冒・．います。

 しヵ・レ、 とにか＜さフきの稲〔み上げ．るブ三■けてハはオ5〈て

雄討をするということは、ムの段階て’Iはそ・れよクほがに

す〃ファ・んで．’すね。3900万石の叡掌皇毛とにしては、身

HQは食糧持フてきてヤらゐヒいうσ〕て’すから、何とも

ならぬわけて’’す。！」1だ、その場合にぼ＜だんかが’．みあ

いラ．知事会・議ヤら各局に対レてしょっ．らゆラい1ていk

’1とは、とにかく統計た1けが・発プ比すわけにいヵ・ない。

いまこラいう推計の方ヲ麦て’’やフて積み上げτ（数字と比べ・

ると、でフと．尺き一なもの差一各府県に剖リ当てる．んブ｛．けれ

ども、そ・のア（めには同時に、未俺の問題とか肥料巧値段

の問．題左考えなくて／まいけない。フまリ、農家が・アてくさ

ん催忠するのをいやヵ＼’るの1ま、米の値段が1安い、インフ

レてI’ある（1こ、肥料などナ～んオ～ん両くな。ている川二、

未個は抑えられる。ヤミて’’売る（はないすくてまえて・・すか

ら、それを考えなくてはいけない。

 それがら、ヤミて’’売るといラ問題だ一けし’やなくて、保

有未、自称（家て’一食べるヤっ。夕、れが！、当時、1人1日

4合て・し1・ね。農業労勧やフ、ていて、μ．いヨ4。会て・は
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足らないんて’すね。手合残して、あと出せという｛ま黒

王里一た’ガら、保有米を手合し’ヤなくて夕合にφろ’ヒか、悔

格も未傾が’上げ’られオよいなら、肥料一ヤ裏具（値段を抑え

ることを考えるとが、そク、〉1う価格政策とが保有未の政

策とヵ・という毛のカ・’整合桂を狩フて初めて、沫。、収量は

正確にいえば’これI ｽ’けて’Iすという．ことが’いえるんてり兵フ

て、それなしに統計だ’けが’正レい数．字左上す巧は困るん

ですというんて．‘す。 それは一応もフとも至極とブれしう

承認・するパ～けれど’も、ながナ5がてれが川突1行きれ15ガっ

す（んでHすね。そこに局巧責任老としての苦1し一が，タ）フたメ）

て．，す。

喜ラ 業家経済調査や生産費言回査もいまのザ月報の組織て・・

やるべll～といラふ1に先生が1主張ごれりっ佃機㌦
そこにあっ1・んτすれ。

近藤 そうナユ／、て．’すね。いまの生産責言周・査とが岩寡経済・

調査、私はもともと、戦争荊巧ときから一燗ｯし・考え方な
んて’’ ｷね。戦争前のときに舌、統計制度《改正のときに
も、農会が・やフていτて差事統計、基礎統書ナを宇へ入川て

んで‘’すれ。取ク入れたわけてIす。それカ’ら戦後は、・各局

ガヤフていた農家経済調査を取り入れア。わけてnす。いわ

ば’調査引水系としての総合性が．’や・ばク必要仁1と思うの

ていす、経済言回査プ5ど1を取ク入札ることになフて、一作報事

袴所が流言†言『査事務所になフすて0一まよがフた≒思います二

 昭和26年にはすで’に、人減らレ麦ヤ札といラ．あルカv1表

るん一すれど十あのときに、’とにが＜いいて一’いけ㌦

多ナの人頁は減フたに違いないけれピも、亨刀つかえをレ
ていけ㌣o lガ 手且．葦戚が’全・イ本と して亭忍合的な形とと フIて お

フたこと、フまグ読唇す調査事務前になってい仁からて二
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’あれ・が作散1～け1三’1たら∴も1うに†’らμらそれが’あ1

たと思ラんで．’す。岩宰争至済調査とレて・1一ま、それIまで‘’有畜

蓑業の閃仮て’イフてい†二で’．すれ。あれと、さっきの馬産

糸至済。毛ラ1フ蚕采し’やなが一フたヵ・プ5。そ札と生産責調

査が1ある。     ．     一  、

喜多 戸萎支は・7m．くいらいになフマ。いkんで’すね。

豊田 3種類て’1したね。

喜多 そラて．’すね。

近藤 と1二かく、経済書風査関係を充実するように、作物

関係⑦ぺ員やシ何、やら差振ソカ・えていっ1・わけで’す狐。

づ乍与勿殻『う桑とレてはいやす～？たううけ才しとも、 とにカ、〈よ

／へだて，、すよ、精度を落いないで・・。

喜多 生産桂を上げたわけで’’すη。

並藤 坪刈グJど’4教とうんと減らレてれ。

喜タ 一多大さがフ仁のは・36年こ’．ろに経済調査の方が’

ずフと、3、くらむと．き、面積とが収量（方を之Iフと縮ムる

い二’すれ。それまで．’も徐ぞ．にヤブてき・ているわけて！すけ・

れと．’毛、35～36年く一事い乃農業基本法のときに一脊にい

くわけて1す狐。

豊中 それ左広げたとき・、喜多さんがキバ・んじ・ヤない」
勿’

E、一・… H喜享こんが．農家経、済調査担」当←ていす・ヒき、基’

本1麦農政の一 ъnで。

近藤・・もラい・、私・いた1ろにやフナ・1とてn残・分1～っ

たと、思うのは．、昭和23一 Nに、未φ害1」ク’魔ﾄ一句壮方が・事・前’

剖・ク当てになフたんで’すよ。事前創ク当てという勿は、

いままで‘’ずっと弟’固一卒穫予想す之’フすてがな、大分後1にブよ

って害りク当てるけナしピも、 ぞれし’やいけない、ネ直えづけ

前に早く割リ当てうということてい、年月まで・・に害ザノ当て
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よラと一 ｢’ 焔沛o列仕方に変’夋tーたときに、’ e市町村長ヵ・・

地力調．査をやフて、そグ〕地力’ｲ査に一 諠tて地味⑦」いいと

こうには高く、低いとこうは少なく判ク当てろといラ才・

てまえになフて、推力調査というも’ ?ｷとにカ’＜やうう…

ししゃないかといラ1とにな一1たんで．すんけて慌言1調

査局（方て’、試験場グ）人やら各局桑まづてもらフて始め

仁んでIすね。ところか、結局あれは実施レなカ・っすぐ。

豊田 実現で’きねがフたて1Iすね。

近藤 地力言同査差ヤることにレて、予算は各町村には’ら

まいナてけれビーも、実際にはこういラふうにレてやれとい

ナ決定的な通牒1・ゼ出さず11路わ1たわけてI’すポ誌へ

根本は、あのこうは砦政局、あれを指導する育て．’ニラい

ラ ふ う に言回べ’て や才しと い う 二 と 1ま一せ、す’’に、 田丁村長のや ク

方に任セれは一’いい，全皇やれば’それで∴’こっちは責づ壬はな

いという、そういうことだ’っア（と思・う々てI’す。私など一’は

工包力によフて喜リり当て差沃めるということは、ナて＜さん

と孔ナこならブこくごん出セというやク方し’1やなくて、♪色カ

によ1て割／当てるということは、いわば、おまえの土

地は地味が’い∵が・らこれブけは責任を持て、おまえのは
地味が・悪いら・うこれた’けプ～という生・産責任量た’。そう考

えれ．1文’、 ことしもまた来単毛、地力、による割リ当てとい

うグよ固定するはず・1なんナ三’れ。一 Pに公早に十るというτ～

けし、ヤねくて、固定するということは非常に意味を拷一フ

と考えkんで’’すね。というのは・固定するということ1㌔

寄りつ当て量を固定する。農家一努力して増産すれば保有

米、を多く残せるとか、ヤミで1売る量が・多く売れるといプ
1とに1よるんて・’すね。中国の幸戦に共産党が、と1た政壊

が’そうなんて．’すね。
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喜多 意欲を刺激する・んていすれ。

近藤 青、欲を刺激す’るんて’．すよ。と．に6・く＾まえ列とこ

ろはこれプ｛一け出せと沃まフておるグら、 それ以上フ＜れ

ば自小の手元に賎セるわけですがら、生産責任量以上・〕

圭庄は中国グ〕場合は農業．税勾課税標準に七レない、買い

上ヴ’（基孝にもしないんてI■すね。’て’Iすヵ’ら・本産という

んて’一す。定産というのが・生産費仔量で’、それヵ・・結局、地

力による等級割リて’すカ。全図て’’5等級わ・6等級くらい

にノドけているんですね。1つ4村て一1は上中下（3フぐら

いにノ出・れるん1｛6そう．で’す。

 この生易冶＼、早くイ芙出量一圭ユせカによフーて’書リリ当てるとい

うことは、ナ色力によるといラんブーグらへ平．て’．スるという

ことが■フ。それから、ことしも来年幸・同ゼ量が’薯／り当

てられるということにいて、これは農民（生産意欲を

列1牧するどいラ効累．が一確かに瑚侍できる。そラ足1たて｛
すね。とこうが、、日本て・，はこれカ叫よヵ・なガ本気で．．はキれ

たい列て一’す。ことに、固定するという考えは食糧庁や農

政局にはながフ六てヒ思うんて‘’すね、

 そういうことて’町村長に川方を任セたので・すか、、地

力による専リリ当てを実際に、やフていた打は†（〈ごんある

んで’すね。フまク、 いうんなやク方か‘’ある。幸4はそれで’’

いいと恩ラんで・、す。たと・えは“、ぼくα知フていナ1州よす1

フと昔、戦争前（農業恐’慌のころに、愛媛具に奈上村と

いうのが・あって、産業組合て一もフて、未の販売組・合ガー木

星集め6んオ～けれど・も、ノド咋壬包の管理をした心て’’す。ノ〕・

件1“管理を一して、’ ｬ作料が・、て・1ぼ；た・1い1を、産業

組合ぺ且合長と熱心な職員がI一おってPKを欠分やフて、
対（中八円4地ヵ調査をして等級小けをしオ・わけで1すへ．
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そ句とき刑いプ＝「ﾞ料’ iドブIは’、地租改正のと・きの地価。

あれはまた’いろんな毛のが・で’きξ前で’すから、文づ本自然

的ね地力を欠分一 謔ｭ代表しているんてI・すね。それと第2

にiま実際（ノj、作料が、、いま現在、幾・ら、小作料～1又量に対

するパーセント1～．フす三かな．それ～ワヒ、第3は、一地

主代表、自作裏一纒¥、。〕、作農代表、大ぜいの老が・㌧緒に

現地を回フて、’ J筆上地について、ここは何石とれると
いうような操、言乙名段累て’み．んな（30人く一’らい）て＝I次ノ）た

収量。これら3フの材料てI．もIフて、そのうちの一一番高い

のをやムて、低いの句2フの平均て’、 そ（土地つ地力を

示す反板を沃あて、ノ〕・作料改訂をしたといラ列を前に聞

いでいブ。んゴすが“ね。そういうやク方て．Iもヤれは1いいレ’

やフー5．いかと、手4ブ’よんヵ＼、電・フていすこメつけて’’す。

 ところヵ・・、亭た．言†調査局て一試験場例んやら各局の人を集

めてやると、地力を言回査する巧に一体埴カビはイ町†ノ、阿

と言固べIたら地力が・わかる。いや、それは土止衷巧中に台㌧ま

れている粘土質の分量†～ヒかナよんとが、あるいは表土（
深さが、と’’うとが、ある意味しIや非常に潔癖ねんアと1。地’ﾍ

一言回査といえばそう．いラことに1・るはすnプ・ん杉’けれど’十

割り当てをする基準を決めるため勿地力調査ということ
になれば、いまいフたよラたこヒでもいいんて・すIよ。結

局、続言†言回査局ピーは何が一∴一。

豊回 土壌調査みたい才ガー。

近藤 土壌言回査をヤることにブよフただ’けて’．、結局割リ当

てパ・少）に、こラいラことビやリたさいという案は比セ
巾・ブトい‘1すよ。あれはぽ’くは、非常に残念†｛Iと思フー

たこことてI1しナ（れ。

豊田山鮒ぺ行5ますと，一、1土」療のザプルが・よ／あ／
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ましたけピれ．あれバそグままに㍍フマレまフブてような
鬼レで……

近藤 それにあれが・・コユら消えになフたグ〕は、地力調査ヒ

いうのが’、ク，グう国土庁・と’がいういうね方面がら大蔵

省へ持ち述んで．■、結局牟れは国土総。合開発調査に吸取ご

れちゃフプ（わけてnすよ。．いまη国土庁仁’’フた4がな、何

ガに吸．収しγ・ことにレて、結局、砦林省の仕事としては

立ち消えになフちゃフプ（んで．’すね、 芽）れは。 あれはラ芙念

r～フた。

 少し遂んブ≒’町村では、フまつ、受け入れレたら、こラ

いう村方て’オすの中て一パはベノるという用責1茎し六てとこうて．’は

                         く
いまの余上村勿列のようだ仕方てI，やフてい．たとこう1よ、

す一いノ3ごんあるんて一Iすがらね。こういう仕方て’ヤジまさい

という（を1っ流せば、．ず1いノ3二Iんほくはいいん＝ビやない

がヒ 忍っ た けビ’、 享吉居食‡皇庁はラ充ざ ない て．．す れ。地力言岡

査は、結局、1フは役所グ、やリ方が・本当し’やないといラ

ことポと、巴うんです。      ・

近藤 古ラ1っ、さっき≒・よづと話が公た労勧カ調査て∵

日本（失業老は少ないというξHQの占領諌告1て、そん
プよ言い方はないといラんで．’、潜在的失業ということで．’私

なんか反発し仁。ところが’、労／動力調査のやク方はいま
も変〆っらフーよ いて．’すね．

豊田 変一えてまセん。

並膝変えてないで’すれ。了メリカハやク方と全く同し’

ヤリ方茎取ク入れ7二んで一すがれ、

豊田た1～、ぼ／もよく李情は知りまセんけれども、3）

年ヵ・33年ご’うに就業構造基本調査というの皇統書す局がや
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る・よラに」ブよりまして、あれ’はやばク労働力調査グけて川は

グメグというような1・とが■フあったんし■’ヤ、パかと’ v
います。あλはラ仁常に形式gう一な基孝て．’すけ札と一’ガ時臥

日蚊、意識、所得にフいて4非常に構造的な結果左公レ
て．一いますんて’’、わりあい使われています。

近藤 そλがI30耳……。

豊田 3！卑ヵ・35年こI■うナ～フたと思います。

喜多細多ケ準ボとに㍗かと思いま育が’・いわゆ
る町村別流言ナといいま万ゼ、地域統書十といいますが、こ

れをI相当整備レていがなきゃいがぬということをいわれヘ

サ」ンプソンプとの関連で．．先生ガ1兜域統書すを主張されてい

るところが’あるんて’すが’、その二五の話をら奉っと・・・…。

近藤文増頁をい・とき4話で．’いう。むす’’がしいヒこ

ろゼい・ねぺ流言すは昔は下からだ’んで｛一左積み上げ’た（かλ

そ（まま統書†になつブ・。分度は、申告されナ（収獲量や作

付面積ある∴は昔（土地台帳など・．を基礎にレて、サンプθ

）レをとフて定測や坪川クをやっア・クレて、府県単位、上

（方ヵ・らだい～ん固めてきブ1というわけでリすね。。

 ところが、実擦にあれ差やっている町村長プよど（立場

がらいう←、あるいは府具の立場でも、町村単位・数字

をちヤんとヤブでく・れプよ1プつや困るということて’’、そこ

ズ、かなク無理なんだけれども、市町村単・庫の→乍付面植

を杉本実1則川土方で’やううということにな1ブて。1万／0

00人たIったか、崖地4書記差引き受けたのは、そういラ

課題皇員フて例ことだ’プアごんで’’す狐。

 大体、私なんがの考え方は、積み上げ’τ’部落争充計を痔一

も、それによる一町村（統書すと、上からきブて町村統書†とを

町村の・どころでI．ま同整することがて川きる1ノやないがヒいラ
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考え、方ナ三’っ 六（と思・うんて’一す！。一ブこた’、 あの盲す一画は、 オ丈ヲ兄つ

変化毛五，って さ体と しては一実現しな1か÷すてと思・います。

 しかし、1ういラ考慮はレ†イすね。たとえは’、甑前

の夏、調査、尽調査のとさに、多、れはなるほと一’中央へ集め

ますけ糺ヒ1も、村・統計．、特11あ・1ときに一は、さフき4

調査員といラ勿で’部落単位’列数字圭フくグ5さい、個票

は役場．l1置きたさい、村の統計としても役・に立つものに

したらいいし’やないか、そういク考え方だ’フたピす。あ

のときは下カ’らの績み上1ヅた’けといラフ（てまえブ～フたん
て．一 ｷけれ・と．．も．戦後（米～又重・）ときにも、イ固票や師落

改訂乏萱と・一レて町村で．’牙リ用することは、同様11、考えまレ

†こガ・、さらにこ4ときは．上ヵ・らピドから．とをフき∴合わ

セる：とを町村単位て’やフたらどうプ～ううという考え方
1－1 tたんて・、すね。しかし方）れは、はなはボ莫大な労費を

要したわけマI’、十分実正見しなかった．勇貴ク・I一十分あフて

も因誰ガっす（がちし札まセん。

豊田一重要打ところはまプ’いういう〃ジると、廻・いヨすけれ

と・一も、・時間立くたちましけら終わヅ・いと思います谷

とうも長時間あクが’ヒうごゴ’’いました．
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